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商品の機能が十分に発揮されるように、この説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。
取付後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。本書は右勝手の場合を基準に説明しております。

本書とあわせて、各部材に付属の説明書やちらしをご確認のうえ、正しく取り付けてください。

GSAS550V3

施 工 説 明 書

フラットカウンター多機能トイレパック

工事店様へ

取扱説明書の最終ページの保証書に必要事項を記入し、必ずお客様にお渡しください。
また、使用方法も説明してください。
手渡しできない場合は、工事完了後目立つ場所に置いてください。
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汚物流し  …… 汚物流しありの場合に必要な作業です。
電気温水器  …… 洗面器に電気温水器が付く場合に必要な作業です。
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安全上のご注意（安全のために必ずお守りください）

警 告 誤った取り扱いをすると、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容です。

注 意 誤った取り扱いをすると、「人が傷害を負う可能性および物的損害※の発生が想定
される」内容です。

してはいけない「禁止」の内容です。

お取付前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。ここに示した注意事項は、安全に関する
重要な内容となりますので、必ずお守りください。各器具に同梱の施工説明書に記載の「安全上のご注意」も確認してください。
●表示と意味はつぎのようになっています。

※物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。
●お守りいただく内容を絵表示で区分し、説明しています。

アース工事（D種接地工事）がされていることを
確認する
アース工事がされていないと故障や漏電のとき、感
電する原因になります。
アース工事は、お近くの工事店に依頼してください。

ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししない
感電の原因となります。

修理技術者以外の人は絶対に分解したり、修理・
改造は行わない
火災や感電の原因となります。

指定する電源交流100V以外では使用しない
火災の原因となります。

ガタついているコンセントは使わない
火災や感電の原因となります。

電源プラグやコードが傷んだりコンセントの差
し込みがゆるいままで使用しない
火災や感電の原因となります。

電源コード・電源プラグが破損するようなことをしない
傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、
引っ張ったり、重いものを載せたり、束ねたり、挟み込
んだり、加熱したりしない
傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因に
なります。

コンセントや配線器具の定格を超える使いかた
をしない
たこ足配線などで定格を超えると、発熱による火災の
原因になります。

雷が発生しているときは、電源プラグに触れな
い
感電の原因となります。

鏡やガラスに無理な力や強い衝撃を与えない
破損したガラスの破片により、けがやときに死亡の原
因となります。

通電時は電源線、および電源端子台には絶対に
触れない
感電のおそれがあります。

浴室など水がかかったり湿気の多い場所には設置しない
火災や感電の原因となります。
商品本体・ねじ類の腐食により、落下してけがやとき
に死亡の原因となります。

スイッチやコンセント部および端子台などの電
気製品に水をかけたり、ぬれた手でさわらない
感電のおそれがあります。

電気温水器のタンクが空のときは、絶対に電源
スイッチを入れない
空焚きとなり火災の原因になります。

電源プラグは根元まで確実に差し込む
火災や感電の原因となります。

フレームを確実に固定する
フレームが倒れたり、大便器の落下により、けがをす
るおそれがあります。

電源プラグを抜くときは、必ずプラグ本体を持っ
て引き抜く
コードを引っ張るとプラグやコードが傷んで、火災や
感電の原因となります。

コンセント位置・電源コードの取り回しは、本説
明書に記載された位置・方法・注意事項を厳守す
る
結露水などにより、コンセントに水がかかり、火災や
感電の原因となります。

アンカーやプラグなどの下穴は指定径のドリル
で所定の深さであけ、ダストポンプを使用して、
必ず穴の中の切粉を除去する
固定強度不足のため、けがをするおそれがあります。

大便器取付スタンドは、所定の仕様を満たした
床コンクリートに施工する
大便器取付スタンドの転倒や大便器の落下により、
けがをするおそれがあります。

アース接続

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

警 告

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

ぬれ手禁止

分解禁止

水場使用禁止

必ず実行していただく「強制」の内容です。
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止水栓を開けたままで給水フィルターをはずさ
ない
水が噴き出し、建物や設備をぬらすなど財産損害発
生の原因となります。

鏡の動く範囲にタオル掛けなどを取り付けない
鏡が破損し、けがの原因となります

排水パッキンの取り付けにはグリスを使用しない
劣化して水漏れし財産損害発生の原因となります。

パッキンを傷つけたり異常な変形をさせない
水漏れして財産損害発生の原因となります。

陶器取付用のねじをきつく締めすぎない
陶器が割れ、けがをするおそれがあります。

L型手すり取付時には、ブッシュから板ばねを外さない
ねじがゆるんだ際に手すりが外れ、けがをするおそれ
があります。

給水ホースが破損するようなことをしない
傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじ
ったり、引っ張ったり、重いものを載せたり、束
ねたり、挟み込んだり、加熱したりしない
給水ホースが破損し、水漏れして建物や設備をぬらす
など財産損害発生の原因となります。

商品に強い力や衝撃を与えない
商品の破損や落下によりけがをするおそれがありま
す。
水漏れして、建物や設備をぬらすなど財産損害発生
の原因となります。

カウンターや各器具の上に乗ったり、重いもの
を載せない
けがの原因になります。

給排水管から水漏れがないか確認する
水漏れして建物や設備をぬらすなど財産損害発生の
原因となります。

設置工事に使用する部材は必ず付属部品およ
び指定部品を使用する
取り付けが不安定になり、使用中に落下してけがの原
因となります。
水漏れして建物や設備をぬらすなど財産損害発生の
原因となります。

給水・排水接続は、本説明書に記載された方法・
注意事項を遵守する
水漏れして建物や設備をぬらすなど財産損害発生の
原因となります。

幅木の切断部は必ず建築壁側に向け、すき間の
ないように張り付ける
切断部に触れけがをするおそれがあります。

切断部の端面処理を行う
切断部に触れけがをするおそれがあります。

L型手すり取付時には、ブッシュを正しい向きに
取り付ける
手すりが外れ、けがをするおそれがあります。

手すりにガタツキやゆるみがないか確認する
手すりが外れ、けがをするおそれがあります。

作業時手袋、防じんマスクなど適切な防護具を
使用する
予期せずけがをするおそれがあります。

凍結のおそれがある場合は、必ず凍結予防の
ため保温処理（保温材巻、電気ヒーターなど）を
行う
凍結破損し、水漏れして財産損害発生の原因となり
ます。

大便器フレーム、操作系部フレーム、大便器、鏡
キャビネット、汚物流し（汚物流しありの場合）の
持ち運びや取り付けは必ず2人以上で行う
腰を痛めたり、けがをするおそれがあります。

給水フィルター・給水フィルター付水抜栓を取り
付けるときは接続部やフィルターふたを確実に
締める
水漏れして建物や設備をぬらすなど財産損害発生の
原因となります。

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

禁　止

注 意

壁への設置は下地に合った固定を確実に行う
固定強度不足のためけがをするおそれがあります。

電源線は端子台の奥までしっかり差し込んで接
続する
火災や感電の原因となります。

電気温水器の水抜きを行うときは、必ず電源ス
イッチを「切」にする
空焚きとなり火災の原因になります。

機器の設置は専門業者が行う
また、電気工事は関連する法令・法規に従って有
資格者（電気工事士）が行う
火災や感電の原因となります。
水漏れして、建物や設備をぬらすなど財産損害発生
の原因となります。
商品の破損や落下によりけがをするおそれがあります。

取付部には所定の下地を設ける
強度不足のため、けがのおそれがあります。

電気関連部分の保守点検を行う場合は、必ず充
電源（分電盤ブレーカーを切るもしくは、コンセ
ントを抜く）を切って作業を行う
感電のおそれがあります。

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

警 告
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鏡キャビネット 汚物流し用
電気温水器

水石けんタンク

水石けん入れプルアウト水栓

大便器用
フラッシュバルブ

カギ汚物流し用
フラッシュバルブ

水石けん供給栓

洗浄ボタン

幅木

紙巻器

前面板

はね上げ
手すり

ウォシュレット

ウォシュレットリモコン

大便器

便器洗浄ボタン

汚物流し

チャームボックス

二連紙巻器
手洗器自動水栓機能部

カウンター
L型手すり

洗面器用水栓

手洗器用水栓

手洗器

　洗面器用電気温水器
（電気温水器ありの場合）

洗面器

洗面器用自動水栓機能部
（電気温水器なしの場合）

呼出ボタン用開口

呼出ボタン用開口

背もたれ

大便器部フレーム

大便器用排水継手

大便器取付スタンド

汚物流し用
排水継手

汚物流し部フレーム

操作系部フレーム

汚物流し部 大便器部 操作系部

		間口固定
（2000mm）
		の場合のみ

側面板

全体構成

汚物流しなし仕様の場合は、汚物流し部がありません。

施工にあたって
●  必ず、商品図・事前施工情報を準備 し、取付位置や取付下地など施工条件を事前に確認してください。 

特に、床・壁の傾き、倒れがないことや、配管の立上げ位置を確認してください。
●不具合があった場合は責任者の方と調整し、不具合を解消後に取り付けてください。
●各器具に施工説明書がある場合には、各器具の施工説明書も参照してください。
●本書は右勝手の場合を基準に説明しております。
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全体寸法
プランごとの寸法は以下の通りです。（右勝手の例）
左勝手は、本図の勝手ちがいとなります。
■汚物流しあり

側面仕上げあり 側面仕上げあり

側面仕上げあり 側面仕上げなし

6
7
0

9
0
0

4
3
0

2
0
0
0

大
便
器
側
ラ
イ
ニ
ン
グ
寸
法
①

調
整
範
囲

43
0〜
48
0

6
7
0

ピ
ッ
チ
寸
法
②

400
100以上

475
1900
2000以上

1025400
100以上

475
1900
2000以上

1025

大便器側
ライニング寸法① ピッチ寸法②

間口固定（2000mm）
2000− 2050未満
2050− 2100未満
2100− 2150未満
2150− 2200未満
2200− 2250未満
2250− 2300未満
2300− 2350未満
2350− 2400

900
900
950
1000
1050
1100
1150
1200
1250

■汚物流しなし

4
8
0

6
7
0

1
1
5
0

400
100以上

475
1900
2000以上

1025

側面仕上げあり

側面仕上げあり

間口固定（2000mm） 間口対応（2000mm 〜 2400mm）
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工具・部材
一般水道工事に使う工具以外に、下記の工具・部材を用意してください。

振動ドリル

コンクリート用ドリル
φ12・φ18

※大便器取付スタンド、フレーム固定用
木工用ドリル

φ3（合板下地下穴用）

アンカー打込み棒
M8・M12アンカー用

※大便器取付スタンド、フレーム固定用
電動ドリル

鉄工用キリ　セット

ダストポンプ

ソケットレンチ
モンキーレンチ（150mm）

モーターレンチ
メガネレンチ

　 	 　
	 丸のこ	 　ジグソー
甲板カット用
刃は新建材用または木工用超硬刃どちらか用意のこと

六角棒レンチ
サイズ：対辺（mm）
1.5、2、2.5、3、4、6

電動ドライバー
ビットサイズ：＃2、＃3
250mm以上のロングビット ニッパー

レーザー
墨出器

金やすり
金切りばさみ

切断能力…ステンレス板0.8mm 水準器 えんぴつ

ディスクグラインダー 脱脂用アルコール ウェス マスキングテープ

合成ゴム系接着剤 シリコーン系シール剤
プラスドライバー：
No.2、No.3

（ ）
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取付下地の確認、固定材の準備
取付下地を確認し、固定部材を準備します。

取付下地などに不具合があった場合は責任者の方と調整し、解消後に取り付けてください。

床固定

大便器取付スタンドは、所定の仕様を満
たした床コンクリートに設置する
所定の仕様を満たしていない場合、大便
器取付スタンドの転倒や大便器の落下に
より、けがのおそれがあります。

壁固定

チェック
● 取付下地に応じた

固定材を準備して
ください。

ポイント
● 合板下地で、タイルや化粧ケイカル

板など表面が硬い仕上げ材の場合は、
ねじ固定時に仕上げ材が破損するの
を防ぐため、仕上げ材だけに固定ね
じの径よりも大きい下穴を仕上げ材
にあけておくことをおすすめします。

合板下地
タイルなどの硬い
壁仕上げ材

必ず守る

壁下地 部材名称 壁固定材

コンクリート
（仕上げ厚35mm以内）

大便器部フレーム
汚物流し部フレーム
操作系部フレーム

グリップアンカーＭ8
（下穴φ12　深さ：仕上げ厚＋40mm）
（躯体に40mm打ち込むこと）

大便器部
フレームに
同梱

操作系部壁ハンガー カールプラグ
（タッピンねじφ5×60用） 現場手配

鏡キャビネット カールプラグ
（タッピンねじφ4.5　下穴深さ40） 現場手配

汚物流し用
電気温水器

カールプラグ
（木ねじφ5.1 × 32用） 現場手配

Ｌ型手すり
グリップアンカーＭ8
（下穴φ12　深さ：仕上げ厚＋
40mm）

手すりに
同梱

鋼製下地＋耐水合板

大便器部フレーム
汚物流し部フレーム
操作系部フレーム

コーチねじφ6×50
大便器部
フレームに
同梱

操作系部壁ハンガー
操作系部壁固定用補強材 タッピンねじφ5×60

大便器部
フレームに
同梱

鏡キャビネット
タッピンねじφ4.5 × 40 キャビネットに

同梱タッピンねじφ4.5 × 50

汚物流し用
電気温水器 木ねじφ5.1 × 32 電気温水器に

同梱

Ｌ型手すり コーチねじφ8×100 手すりに同梱

床下地 部材名称 床固定材

コンクリート
（仕上げ厚35mm以内）

大便器部フレーム
汚物流し部フレーム

グリップアンカーＭ8
（下穴φ12　深さ：仕上げ厚＋40mm）
（躯体に40mm打ち込むこと）

大便器部
フレームに
同梱

コンクリート
※下表を参照してください 大便器取付スタンド

グリップアンカーＭ12
（下穴φ18　深さ：仕上げ厚＋55mm）
（躯体に55mm打ち込むこと）

大便器取付
スタンドに
同梱

【大便器取付スタンドの設置条件】

床コンクリート
仕様

圧縮強度20.6MPa以上
鉄筋かぶり厚60mm以上
養正期間28日以上（アンカーボルト施工時）
大便器スタンドの周囲35mmの範囲
は開口や欠損禁止

床仕上げ厚調整範囲 20mm以内

警告
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部品の確認

大便器部フレーム

六角ボルト　M10×25
フレーム固定セット（大便器スタンド固定用）

大形角　呼び径10 ばね座金　呼び径10

グリップアンカー
Ｍ8

フレーム固定セット（床壁固定用）
（大便器部／汚物流し部／操作系部の固定用）

RC壁・床固定用 耐水合板下地壁固定用

汚物流しありの場合の個数

汚物流しなしの場合の個数
16 13 3 16 13 13

12 11 1 12 12

16

12 12

コーチねじ
φ6×50

六角ボルト
Ｍ8×80

六角ボルト
Ｍ8×50

床固定用壁固定用

座金 大形角呼び径6ナットＭ8
ばね座金付き

フレーム本体 L型幅木（汚物流しなしの場合）

別梱包

×4

ソケット押え板

汚物流しあり＝3巻

止水栓 電源線（L＝3000）

連結線（L＝1000） 両面テープ 施工説明書・取扱説明書・図面・ラベルセット

電源線（L＝1500×2）
（汚物流し用）（大便器・ウォシュレット用）

（大便器ーフラッシュバルブ用） 幅木用

ウォシュレット用
タッピンねじ
（φ4×8）

両面テープ：2巻

×4 ×4 ×4

STEP 6

STEP 7 

STEP 12STEP 10

STEP 14

STEP 50 STEP 50

STEP 50

STEP 2 , 5 , 7 , 9 , 17

STEP 14

大便器部フレーム部品箱
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操作系部フレーム

フレーム本体 壁固定用補強材（上）

壁ハンガー

壁固定用補強材（下）

連結材
タッピンねじ（φ5×60）

・壁補強下地用（上・下）
・壁ハンガー固定用

タッピンねじ（φ4×8） 皿タッピンねじ（φ4×8）

ゴムジョイント

Uボルト 絶縁シート 座付きナット	M6長ニップル止水栓

フレキホース

フレキホース（L＝470）

電気温水器取付用

電気温水器あり：L＝270
電気温水器なし：L＝620

電気温水器ありの場合
止水栓（フィルター付き）

フレキホース（L＝1200）片ナット付フレキ管用エルボ 片ナット付チーズ

タッピンねじ（φ4×8）

配管セット

×2 ×2

STEP 17 STEP 16

STEP 18 STEP 42

STEP 42

STEP 18

×3 ×21

×3

×2

操作系部フレーム部品袋
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汚物流し部フレーム

連結線

底目地受材
連結材セット

フラッシュバルブ固定セット

幅木（長）
（L＝1350または1550） 幅木（L＝2000）幅木（短）

（L＝890）

連結材

フラッシュバルブ支持材／固定材 洗浄管／バキュームブレーカー支持材

幅木受材

止水栓

フィラー受材

コントローラーセット

タッピンねじ
（φ4×16）

タッピンねじ
（φ4×8）×2 ×4

タッピンねじ
（φ4×12）

タッピンねじ
（φ4×8）

×2 ×2

タッピンねじ
（φ4×8）

フレームにテープ止め

×4

タッピンねじ
（φ4×8）

汚物流し電温用

×4

ソケット押え板

フレーム本体

タッピンねじ
（φ4×8）

×2

タッピンねじ
（φ4×12）

×4

STEP 8

STEP 9 STEP 8

STEP 15 STEP 14

STEP 36

STEP 26

STEP 10 STEP 13 STEP 36

別梱包 別梱包

※汚物流し側面仕上げが
　ない場合のみ

汚物流し部フレーム部品箱
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大便器部前面板

洗浄管取付用

①前面板（大便器裏） ②点検口（大便器上） ③前面板（手すり裏）

底目地材 フィラー 両面テープ

④点検口（大便器横） ⑤点検口（操作系部下） ⑥大便器側面板※汚物流しなしの場合

背もたれ裏当て材

背もたれ固定用

Uボルト

六角ボルト
（Ｍ6×30	SUS）

絶縁シート 座付きナット	M6

大形角呼び径6 座付きナットＭ6

×4

大便器取付金具 便器取付ボルトセット 洗浄管

または

4巻

底目地材（取付ライナー）・
フィラー用

STEP 21 , 22

STEP 21

STEP 48 STEP 49

STEP 19

（汚物流しなしの場合） （汚物流しありの場合）

×4 ×4

×2

×1

ローレットねじ

大便器部前面板部品箱

※①〜⑥の取付位置は STEP � 前面板全体構成図を参照してください。
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操作系部前面板

洗面器固定
プレート

クッション材
（短）×2

フリップアンカー
（ナット本体・ブッシュ） ゴムパッキン

ナットＭ8 平座金Ｍ8 Tボルト
（M6×30）

タッピンねじ
（φ6×35）

六角ボルト
（Ｍ8×80）

ゴムワッシャー 平座金M6

クッション材（長）×1

寸切ボルト
（M8×135）座付きナットM6

⑦前面板（手洗器上） ⑩点検口（手洗器下）⑧前面板（洗面器上） ⑪点検口（洗面器下）

二連紙巻器手洗器用排水金具 洗面器用排水金具 洗浄ボタン

アダプター	25A

小形角呼び径6 タッピンねじ（φ4×16）

STEP 23 STEP 46

STEP 20

STEP 38 , 39 STEP 44 STEP 56

STEP 40

STEP 39

排　　水
ソケット

STEP 42
大形角呼び径6 ナットＭ8

STEP 41

STEP 39

STEP 38

通水確認後
底目地材（短） 底目地材（長） 底目地材（L型） 配管カバー

⑨操作系部側面板

化粧
ボルト

STEP 40 , 42

STEP 46

×4 ×4

×2 ×2 ×2
×2 ×2

×2 ×2

×2 ×2
×2 ×2 ×2

×2 ×2

×5

×4

手洗器取付用

洗面器取付用

※取付金具類同梱 ※取付金具類同梱

ローレットねじ
×2

操作系部前面板部品箱

※⑦〜⑪の取付位置は STEP � 前面板全体構成図を参照してください。
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汚物流し部前面板（汚物流しありの場合）

Uボルト
洗浄管取付用
絶縁シート

フレキホース（L＝1500）

座付きナットM6

⑫前面板（汚物流し裏） ⑬点検口（洗浄ボタン側） ⑭点検口（紙巻器側） ⑮汚物流し側面板
間口2000mm仕様対応

洗浄管

底目地材 フィラー（70・50） 紙巻器洗浄ボタン

バックハンガ− スパッド

使いかたラベル

便器取付ボルト ソケット

STEP 19

STEP 22

STEP 29

STEP 33

STEP 27 STEP 28 STEP 34

STEP 55 STEP 56

STEP 21 , 22

×2

※全ての作業終了後に張り付け
　を行います。
　大切に保管してください。

間口対応（2000〜2400）の場合

間口固定（2000）の場合

汚物流し部前面板部品箱

※	⑫〜⑮の取付位置は STEP �	
前面板全体構成図を参照してください。
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鏡キャビネット（本体） 本体固定ねじ（φ4.5×50） キャビネット引掛材セット

タッピンねじ
（φ4.5×40）

蝶ボルト
（M4×10）化粧枠

※汚物流しなしの場合

面ファスナー 面ファスナー

タッピンねじ
（φ4×12）サドルバンド

キャビネット
引掛材

化粧枠セット

サドルバンドセット カギ

スタンド本体

六角ボルト（M12×55） ナットM12

ばね座金呼び径12 ワッシャー呼び径12 アンカーM12

ライナー

×6
×3

×6
×6 ×6

×6

×6

※汚物流しありの場合

黒×30
（予備：2）

黒×22
（予備：2）

スタンド固定材セット

STEP 25

STEP 3

t=1.0 t=3.0

t=0.5

STEP 24 , 52

鏡キャビネット

大便器取付スタンド

カウンターセット
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ウォシュレット

洗面器 手洗器

大便器

L型手すり 背もたれ

チャームボックス

はね上げ手すり

大便器用フラッシュバルブ

汚物流し用電気温水器 タッチスイッチ水栓

水石けん供給栓

汚物流し

洗面器用電気温水器
（電気温水器ありの場合）

自動水栓スパウト
（電気温水器ありの場合）

手洗器用水栓金具洗面器用自動水栓
（電気温水器なしの場合）

フラッシュバルブ 単独排水管継手・パッキン

単独排水管継手・パッキン

×2

水石けん入れ

STEP 48

STEP 40 STEP 54 STEP 45 STEP 21STEP 38

STEP 47 STEP 43 STEP 42STEP 40

STEP 40 STEP 10STEP 11

STEP 27 STEP 33

STEP 26 STEP 10 STEP 35

ウォシュレットリモコンゴムブッシュ大便器カバー スパッド
※取付ボルト類は大便器前面板部品類に同梱

※取付ボルト類は大便器部
　前面板部品箱に同梱

※取付ボルト類は操作系部
　前面板部品箱に同梱

※取付ボルト類は操作系部
　前面板部品箱に同梱

※取付ボルト類、
			使いかたラベルは同梱

※取付ボルト類は同梱

※取付ボルト類は同梱

※取付ねじは
　同梱

※取付小ねじは
　同梱

※取付金具類は同梱

※取付ねじは操作系部
　フレーム部品
　袋に同梱

取付小ねじ
×4

取付小ねじ
×4

※取付金具類は同梱

×2

STEP 39 , 42

STEP 44 , 51

STEP 30 ～ 32 , 34

陶器（大便器・洗面器・手洗器）・手すりなど

陶器（汚物流し）など（汚物流しありの場合）
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墨出しSTEP1
商品図・事前施工情報・下図などを参考に、大便器取付スタンドおよび大便器フレーム・汚物流しフレーム（汚
物流しありの場合）・操作系部フレームの器具心・床 /壁固定位置を墨出しします。

ポイント ● 大便器の器具心（大便器取付スタンド取付心）が全ての基準となります。

壁が耐水合板下地の場合、操作系部フレーム同梱の「壁固定用補強材（上／下）」を使用します。
詳細は STEP �を参照してください。

全ての基準です

2000mm〜2400mm
※寸法については６ページのピッチ寸法②を参照のこと

280 280
（壁固定位置）

230 120120
（壁固定位置）

670

汚物流し器具心

汚物流し部・大便器部壁
固定位置
固定5カ所　φ12穴
深さ：仕上げ厚+40
（躯体に40以上打込むこと）

7
3
7

（
フ
レ
ー
ム
横
材
上
端
）

4
2

（
壁
固
定
位
置
）

2
5
0

(前面
板仕

上げ
面）

1
8
3

汚物流し部・大便器部床固定位置
固定3カ所　φ12穴
深さ：仕上げ厚+40
（躯体に40mm打込むこと）

280 280
380
110 123 123 110

9090
大便器取付スタンド
固定6カ所　φ18穴
深さ：仕上げ厚+55
（躯体に55mm打込むこと）
10
8
3
1

1
3
5
0（
Ｌ
型
手
す
り
壁
固
定
位
置
）

7
3
7（
フ
レ
ー
ム
横
材
上
端
）

（壁固定位置：下）
4カ所

305

（壁
ハン
ガー
下端
）	1
36 手洗器

1515

305 335 465
1900 下穴φ12深さ：仕上げ厚+40

715
750
洗面器

（壁ハンガー心）765

1050

（壁固定位置：上）
4カ所

4
2

2
9
5

（
壁
固
定
位
置
）

335 465 715

操作系部壁固定
固定8カ所　φ12穴　
深さ：仕上げ厚+40mm
（躯体に40mm打込むこと）

29
3

（
補
強
板
上
端
）1
4

3×3カ所　φ5x60
カールプラグ用

15 15

大便器器具心

(床固
定位
置）

大便器

壁

床

235
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アンカー
打込み棒

墨出し位置に床固定用アンカーを打ち込みます。

同梱のアンカー以外を
使用する場合は、その
注記にしたがい施工し
てください。

大便器取付スタンド	 ：	グリップアンカーＭ12	
下穴φ18　深さ：仕上げ厚+55	
（躯体に55mm打ち込むこと）

大便器部フレーム／汚物流し部フレーム	：グリップアンカーＭ8
	 　	下穴φ12　深さ：仕上げ厚+40	

（躯体に40mm打ち込むこと）

水平を確認

123110

90

233

3
1

1
0
8

1
8
4

4
0
〜
2
0

壁仕上げ面

スタンド
設置面床仕上げ面

大便器
器具心

大便器の器具心にあわせて大便器取付スタンドを設置し、
アンカー設置部（6カ所）をボルト（M12）で固定します。

固定部 6 カ所

大便器器具心： 操作系部設置壁面から 670
前出寸法　　： 大便器後壁仕上げ面から 188

ボルト（M12）
ナット

ばね座金

ワッシャー

ポイント
● ライナーで大便器取付スタンドの 

フレーム連結面の垂直調整してくだ
さい。

● 余ったライナーは捨てないでください。
カウンターの調整などで使用します。

ポイント

ボルトにナット、ばね座金、ワッシャーを組
み付けて、スタンドの角穴からアンカーにね
じ込み、ナットを締めて6カ所固定します。

大便器まわりの排水管は、大便器取付スタンドを設置した後に施工してください。
排水管施工後では大便器取付スタンドの設置ができません。

※固定金具類は大便器取付スタンドに同梱

※固定金具類は大便器取付スタンドに同梱
フレーム連結面

垂直を確認

壁仕上げ面から188

壁仕上げ面

床仕上げ面スタンド
設置面 0〜20

床固定用アンカーの打ち込みSTEP2

大便器取付スタンドの設置STEP3

チェック ● 大便器の器具心（大便器取付スタンドの取付心）が本商品の全ての基準となります。 
墨出しした位置に確実に設置するようにしてください。

大便器取付スタンドは、所定の仕様を満
たした床コンクリートに設置する
所定の仕様を満たしていない場合、大便
器取付スタンドの転倒や大便器の落下に
より、けがのおそれがあります。

必ず守る

指定径のドリルで所定の深さの下穴をあけ、ダストポンプを
使用して、必ず穴の中の切粉を除去する
所定強度を発揮できず、大便器取付スタンドの転倒やフレー
ムの倒れにより、けがをするおそれがあります。

必ず守る

警告

警告
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9
（3本×3カ所）

12

大便器取付スタンドが設置されていることを確認し、給排水管の配管を施工をします。

給排水配管、電源・コンセントを所定の位置に取り出し、設置してください。

商品図、事前施工情報などを参照して、配管工事、電気工事を行ってください。

チェック ● 正しい位置に設置されていることを商品図・事前施工情報を参照して確認してください。
●電気工事は関連する安全法規に従って有資格者が行ってください。

下地によって、使用する固定部材が異なりますので、各部材の固定ねじに応じた固定部材を使用してください。

コンクリート下地の場合

壁固定材
大便器部フレーム

部位

汚物流し部フレーム

3
固定箇所数

2

操作系部フレーム

グリップアンカーＭ8
（下穴φ12　深さ：仕上げ厚＋40mm）
（躯体に40mm打ち込むこと）

大便器部	
フレーム	
部品箱	
同梱

操作系部壁ハンガー カールプラグ
（タッピンねじφ5×60用） 現場手配

8

9
（3本×3カ所）

耐水合板下地の場合

固定箇所数
大便器部フレーム

部位

汚物流し部フレーム
3
2

操作系部フレーム
コーチねじφ6×50

大便器
フレーム
部品箱
同梱

操作系部壁ハンガー
タッピンねじφ5×60

操作部
フレーム
同梱

8

アンカー打込み棒

ポイント ● 下地が合板で、表面が硬い仕上げ
材（タイルや化粧ケイカル板など）
を用いる場合は、ねじ固定時の仕
上げ材の破損を防ぐため、仕上げ
材だけに固定ねじの径よりも大き
い下穴をあけておくことをおすす
めします。

合板下穴

φ3 φ6程度

仕上げ材下穴

合板下地 タイルなどの硬い
壁仕上げ材

フレーム設置の前に墨出し位置に壁固定材を施工します。

フレーム設置の際に壁固定材を施工します。

※合板下地の下穴はφ3であけます。

操作系部壁固定用補強材

※フレーム壁固定材は、部位に関わらず全て大便器部フレーム部品箱に同梱

配管、電源・コンセントの準備STEP4

フレーム壁固定の準備STEP5

壁固定材

指定径のドリルで所定の深さの下穴をあけ、ダストポンプを
使用して、必ず穴の中の切粉を除去する
所定強度を発揮できず、大便器取付スタンドの転倒やフレー
ムの倒れにより、けがをするおそれがあります。

必ず守る

警告
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調整
ボルト

ナットゆるめる

調整ボルト
ナット

ゆるめる

フレーム仮置きの準備
床・壁の調整ボルトを固定している
ナットをゆるめ、調整ボルトをまわ
せるようにしておきます。

フレームの仮設置
①	大便器取付スタンドにあわせてフレームを仮置きします。
②	調整ボルトで大便器中心、フレームの高さ、水平などの位置調整をします。	
（目安　床面とのすき間：15mm、壁面とのすき間：10mm）

③位置出し完了後、ナットを締め込んで調整ボルトを固定します。

チェック
● フレームの水平・垂直が出ていないと、前面板・カウンターなどの仕上げ材取り付け時に、す

き間がふぞろいになるなどの原因になります。
　必ず水準器や下げ振りなどを使用し、建築壁に頼らず正しく位置出ししてください。
● 大便器部の器具心・フレーム高さ・奥行きが全て（汚物流し部・操作系部）の基準となります

ので正しく位置出ししてください。

225
上・横材まで

壁仕上げ面

壁仕上げ面から上・横材
225

フレーム上・横材
大便器器具心 壁仕上げ面

全ての基準となります
670フレーム下・横材

床仕上げ面

7
3
7

（
フ
レ
ー
ム
横
材
上
端
）

225
下・横材まで

大便器部フレームの仮設置STEP6

�1

�2
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下部横フレーム（2本）
を取り外す

固定ねじ

フレーム本固定の準備
下部横フレーム（2本）を取り外してください。

フレームの本固定
※フレーム固定セット（大便器スタンド固定用）は、 
　大便器フレーム部品箱に同梱
①大便器取付スタンドと連結します。
　	固定ボルト（Ｍ10×25）とばね座金、大形角で4カ所固定し
てください。

②はね上げ手すり下側１カ所を床固定します。

取り外した下部横フレームと固定ねじは、
後で元の状態に取り付けますので、捨て
ずに保管してください。

固定ボルト（M10×25）4カ所

大形角

ばね座金

【コンクリート下地の場合】

【耐水合板下地の場合】

ボルト
(M8×80）1カ所

② ③

ナット

ばね座金
ワッシャー

前

壁側

大形角

ワッシャー

コーチねじ
（φ6×50）3カ所

ナット・ボルト
（M8×50）3カ所

ワッシャー

ばね座金

③フレーム上部を壁固定します。

フレームを確実に固定する
フレームの倒れや、大便器の落下により、けがをするおそれがあります。

フレームと大便器取付スタンドを確実に固定する
フレームの倒れや、大便器の落下により、けがのおそれがあります。

チェック ● フレームの設置位置が正確か確認してください。 
位置がずれている場合は、大便器取付スタンドの固定ボル
トをゆるめて正しい位置に調整してください。

※②③で使用する固定材は、大便器部フレーム部品箱に同梱

大便器部フレームの本固定STEP7

必ず守る

必ず守る

�1

�2

警告

警告
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汚物流し部フレームの仮設置STEP8

調整ボルト
ナット

ゆるめる

調整ボルト
ナット

ゆるめる

フレーム仮置きの準備
床・壁の調整ボルトを固定しているナットを
ゆるめ、調整ボルトをまわせるようにしてお
きます。

汚物流し

汚物流しありの場合

タッピンねじ（φ4×8）

幅木受材
30
mm

汚物流し部フレーム
部品箱に同梱

幅木受材の取り付け（汚物流し側面仕上げがない場合のみ）
※幅木受材は汚物流し部フレーム部品箱に同梱
フレームを仮置きし、フレーム側面と壁とのすき間が30mm以上ある場合、幅木受材を汚物流し
部フレームの縦フレームにタッピンねじ（φ4×8）2本で取り付けます。
30mm未満の場合は、取り付け不要です。

④	取り外した下部横フレーム（2本）を元の
位置にねじ固定します。

下部横フレーム（2本）
をねじ固定する

固定ねじ

�1

�2
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フレームの仮設置
①	大便器部フレームにあわせて、フレームを仮置きします。
②調整ボルトで汚物流し中心、フレームの高さ、水平などの位置調整をします。
　（目安　床面とのすき間：15mm、大便器フレームとのすき間：20mm、壁とのすき間：10mm）

③位置出し完了後、ナットを締め込んで調整ボルトを固定します。

チェック ● フレームの水平・垂直および大便器フレームとの前出、高さがそろっていないと、前面板・カ
ウンターなどの仕上げ材取り付け時に、すき間がふぞろいになるなどの原因になります。

　必ず水準器や下げ振りなどを使用し、建築壁に頼らず正しく位置出ししてください。

225
下・横材まで

壁とのすき間が30ｍｍ以上の
場合は、幅木受材を取り付けます

フレーム下・横材

大便器部

汚物流しフレームと大便器フレームの
すき間は20mmにすること

20

フレーム上・横材汚物流し部器具心壁仕上げ面

225
壁仕上げ面から上・横材

225
上・横材まで

壁仕上げ面

床仕上げ面

7
3
7

（
フ
レ
ー
ム
横
材
上
端
）

�3
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汚物流し部フレームの本固定STEP9

【コンクリート下地の場合】

【耐水合板下地の場合】

ナット

ばね座金
ワッシャー

前

壁側

大形角

ワッシャー

コーチねじ
（φ6×50）2カ所

ナット・ボルト
（M8×50）2カ所

ワッシャー

ばね座金

ボルト
（M8×80）2カ所

底目地受け材

タッピンねじ
（φ4×8）

フレーム連結材汚物流し部
フレーム

大便器部
フレーム

固定ねじ固定ねじを
外しておく

タッピンねじ
（φ4×16）

大便器フレームと汚物流しフレームの連結
汚物流し部フレーム部品箱に同梱の連結材セ
ットを使用します。
大便器フレームと汚物流しフレームを3カ所
で連結します。
底目地受け材は、あらかじめフレームを固
定しているねじを外したのち、タッピンね
じ（φ 4 × 16）で取り付けます。

フレームの本固定
床（2カ所）、壁（2カ所）を固定します。
※固定材は大便器部フレーム部品箱に同梱

汚物流し

チェック ● 大便器フレームと汚物流しフレームの設置位置が正確か確認してください。
　 位置がずれている場合は、固定ボルトをゆるめて正しい位置に調整してください。

�1

�2

フレームを確実に固定する
フレームの倒れや、汚物流しの落下に
より、けがのおそれがあります。必ず守る

警告
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大便器用／汚物流し用　排水継手の取り付けSTEP10

ソケット押え板
排水ソケット

幕板

ソケット押え板
排水ソケット

タッピンねじ
（φ4×8）

タッピンねじ
（φ4×8）幕板

汚物流し部フレーム
部品箱に同梱

大便器部フレーム
部品箱に同梱

排水ソケット

※上側

本施工説明書に記載していない事項は、単独排水管継手の施工説明書を参考にしてください。

①	排水管継手を前面から幕板に挿入し、
ソケット押え板を排水ソケット前面
からかぶせて幕板にタッピンねじ（φ
4×8）で固定します。

パッキンは陶器固定の際に使用し
ますので、捨てずに保管してくだ
さい。

チェック ● 排水ソケットが幕板とソケット
押え板の中で上下左右に動くこ
とを確認してください。

● 排水ソケットの上下を間違えな
いように取り付けてください。

（形状をご確認ください）

②	排水管にジャバラを接続します。	
接続は、硬質塩化ビニル管用接着剤で
接着後、バンドで固定してください。

※ジャバラ部を無理に曲げたり逆勾配に	
　ならないよう接続してください。

排水管（現場配管）
バンド

ジャバラ

接着剤塗布
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①	フラッシュバルブ支持
材をいったん取り外し
ます。

②	フラッシュバルブ本体とバキュー
ムブレーカーはあらかじめ組み立
てておきます。	
フラッシュバルブ止水栓とフラッ
シュバルブ本体を接続し、袋ナッ
トで固定します。

③	フラッシュバルブ支持材
をフラッシュバルブ本体
上部から差し込んでフラ
ッシュバルブ調整材に取
り付けます。

フラッシュバルブ止水栓と給水管の接続
同梱のニップルを介して接続します。	
その際、シールテープまたはヘルメシール
の塗布を施してください。

フラッシュバルブ
止水栓

ニップル

給水継手

※接合部は、シールテープ巻き
　またはヘルメシール塗布を
　行ってください。

フラッシュバルブ本体の取り付け

フラッシュバルブ本体

バキューム
ブレーカー

フラッシュバルブ
支持材

フラッシュバルブ
固定材

フラッシュバルブ
固定材

フラッシュバルブ
支持材

フラッシュバルブ
調整材

フラッシュバルブ
調整材

フラッシュバルブ
止水栓

パッキン

あらかじめ
組み立てておく

横さんフレームを取り外す

固定ねじ

フラッシュバルブの取付準備
横さんフレームを取り外します。
固定ねじ2本を外します。

取り外した横さんフレームと固定ねじは、
後の作業で元の状態に取り付けますので、
捨てずに保管してください。

※本内容は右勝手を示します。左勝手の場合、フラッシュバルブの向きは左右反転になります。

大便器用フラッシュバルブの取り付けSTEP11

④	フラッシュバルブ支持材とフラッシュバルブ本体を取り付けます。

�3

�1

�2
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①奥行方向 ②左右方向 ③上下方向

※ねじをゆるめて長穴の調整しろを使い、
　前後調整しながら再固定します。

※長穴の調整しろを使い、左右調整
　しながら再固定します。

※長穴の調整しろを使い、上下調整
　しながら再固定します。

横さんフレームを
ねじ固定する

固定ねじ

横さんフレームの取り付け
取り外した横さんフレームを元の位置にねじ
固定します。
固定ねじ2本を取り付けます。

ウォシュレット用止水栓を給水管に接続します。

止水栓の向きは、下向きにしてください。

向きに
注意	!

必ず下向き

フラッシュバルブの位置があわないとき

・支持材を止めているねじをゆるめ、位置を調整します。
・	調整後の位置でゆるめたねじを締め付けて支持材を固定します。

※大便器部フレーム部品箱に同梱

ウォシュレット用止水栓の取り付けSTEP12

�4
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大便器部／汚物流し部　幅木の取り付けSTEP14

汚物流し用電気温水器の止水栓の取り付けSTEP13

幅木の養生フィルムをはがし、大便器フレームに同梱の両面テープで幅木を取り付けます。

汚物流しなしの場合

①	両面テープ接着する前に切断寸法を確認します。
②	金切はさみで切断します。
③	幅木の養生フィルムをはがします。
④	両面テープを幅木の中央付近に 1本、端から	
端まで張り付けます。
　※	両面テープは長さに限りがあります。2本	

以上は張らないでください。
⑤フレームに幅木を取り付けます。

幅木

両面テープ

張り付け面

汚物流し用電気温水器の止水栓を給水管に接続します。

向きに
注意！

必ず上向き
向きに
注意！

必ず上向き
左勝手の場合右勝手の場合

汚物流し

チェック ● 止水栓の向きは必ず上向きにしてください。
　 連結するホースが届かないことがあります。

※汚物流し部フレーム部品箱に同梱

チェック ● 幅木と床面、幅木端部と壁面のすき間
がないように取り付けてください。

床仕上げ面床仕上げ面

切断部

壁仕上げ面 壁仕上げ面

切断部

切断部

切断部

※上図を参考に現場ごとで責任者と
　調整し納まりを確認してください。

幅木連結部

※大便器器具心から汚物流し側へ200mmの位置が幅木の
　突きあわせになります。

【前面板の目地位置】

汚物流し部器具心 大便器部器具心

建築壁：入幅木 建築壁：出幅木 200mm

※ 止水栓接続の際、間口が狭く、作業性が悪い場
合は、コントローラーセットを取り外し接続して
ください。

●幅木の張り付け位置、寸法の基準を下図に示します。

L 型幅木の場合 汚物流し部ありの場合

チェック ● 切断面の端面処理を 
行ってください。
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底目地受材・フィラー受材の取り付けSTEP15

幅木（短）

幅木（長） L型

間口対応（2000〜2400mm）の場合 間口固定（2000mm）の場合①	両面テープ接着する前に切断寸法を
確認します。
②	金切ばさみで切断します。
③	幅木の養生フィルムをはがします。
④	両面テープを幅木の中央付近に 1
本、端から端まで張り付けます。
　※	両面テープは長さに限りがあり

ます。2本以上は張らないでく
ださい。

⑤フレームに幅木を取り付けます。

なるべく
壁に寄せる

固定ねじを
取り外す

底目地
受材

固定ねじ

タッピンねじ
（φ4×8）

フィラー受材

なるべく
壁に寄せる

タッピンねじ
（φ4×8）で固定

チェック ● フィラー受材は、壁とのすき間を埋める
フィラーを張り付ける下地になるので、な
るべく壁に寄せて取り付けてください。 
間口 2000 固定の場合は、フィラー受材
と底目地受材の取り付けは不要です。

汚物流し

底目地受材の位置調整
汚物流し部側面壁側の底目地受材の固定ねじ
（2本）を取り外し、底目地受材を側面壁との
すき間が小さくなる下穴位置（2カ所）でね
じ固定してください。

フィラー受材の取り付け
汚物流し部側面壁側の縦フレームにフィラー
受材を取り付けます。
汚物流しフレームとフィラー受材の下穴をあ
わせて、タッピンねじ（φ4×8）で上下１カ
所ずつ固定します。
側面壁とのすき間が小さくなる下穴位置で固
定してください。

ポイント ●幅木の切断部は必ず建築壁側にし、張り付けます。
●幅木と幅木の突き当て部にすき間のないように張り付けます。

※フィラー受材はフレームにテープ止めしてあります。

汚物流しありの場合

チェック ● 切断面の端面処理を 
行ってください。

�1

�2
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操作系部フレーム用の壁ハンガーを下穴にあわせて設置

操作系部フレーム用壁ハンガーの取り付けSTEP16

タッピンねじ
（φ5×60）

カールプラグ
（現場手配）

壁ハンガー 7
3
7（
フ
レ
ー
ム
横
材
上
端
）

（
壁
ハ
ン
ガ
ー
下
端
）
13
6

床仕上げ面

壁ハンガー心

壁仕上げ面 	1900 壁仕上げ面

305 765 750

コンクリート下地の場合

耐水合板下地の場合

タッピンねじ（φ5×60）用カールプラグ（現場手配）を打ち込み、壁ハンガーを固定します。
壁ハンガー1カ所に付き、3本のねじで固定します。

壁固定用補強材の固定位置出し

：フレーム固定用穴　8カ所
：壁ﾊﾝガー固定用穴　9カ所
：壁固定用補強材固定穴　12カ所

※壁固定用補強材には上用・下用2種類あります。

壁固定用補強材（上）

壁固定用補強材（下）

壁固定用補強材を壁取り付け位置に当てて下穴位置を墨出しします。

※壁固定用補強材・壁ハンガー・固定ねじは操作系部フレームに同梱

�1

壁ハンガーの設置は下地にあった固定を確実に行う
施工中に操作系部フレームが脱落し、けがをするおそれがあります。必ず守る

注意
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壁補強下地材の▲マーク部（12カ所）を
タッピンねじ（φ5×60）で固定すること。

壁仕上げ面壁仕上げ面
1900

1645235

向きに注意!!
切り欠きが大便器側上にくること

床仕上げ面

1
6
8

2
9
3

（壁
固定

用補
強材

上端
） 1
4

上（
壁
固
定
用
補
強
材
上
端
）

7
3
7

（
フ
レ
ー
ム
横
材
上
端
）

壁補強下地材の固定

①	壁固定用補強材をタッピンねじ（φ5×60）で固定します。

壁固定用補強材の固定箇所数
補強材（上）
補強材（下）

4カ所
8（4×2）カ所

チェック
● 壁固定用補強材の位置を間違えないように注意してください。
　 壁固定用補強材には、補強材（上）と補強材（下）の穴位置ち

がいの 2 種類があります。
　 切り欠きを大便器側にし、上向きに固定してください。

ポイント ● 合板下地で、タイルや化粧ケイカル板など表面が硬い仕上げ材の場合は、
ねじ固定時に仕上げ材が破損するのを防ぐため、仕上げ材だけに固定ねじ
の径よりも大きい下穴を仕上げ材にあけておくことをおすすめします。

合板下地
タイルなどの硬い
壁仕上げ材

タッピンねじ
（φ5×60）

壁ハンガー

壁固定用補強材

壁仕上げ面
　1900

壁仕上げ面

床仕上げ面

②	壁に固定した壁固定用補強材
（上）の下穴に、壁ハンガーをあ
わせてタッピンねじ（φ5×
60）で壁に固定します。
　	壁ハンガー1カ所に付き、3本
のねじで固定します。
　	壁固定用補強材を壁から浮きが
ないように、壁に押し付けなが
ら確実に固定してください。

�2
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操作系部フレームの設置STEP17

座付きナット
（Ｍ6）

洗面器排水管の接続準備
	洗面器排水管を固定しているUボルト（2カ所）のナットをゆるめ、洗面器排水管を図のようにず
らします。
※	後工程でフレーム壁固定時や現場配管との接続をする際の必要な作業です。

連結材の取り付け
※フレーム本体・連結材は操作系部フレームに同梱
Ｌ型の連結材を操作系部フレームの大便器側側面にタッピンねじ（φ4×8：2本）で固定します。
皿ねじは大便器フレームとの固定に使用するのでなくさないよう保管してください。

向きに注意!!
皿穴のあいている面が上を
向くこと

�2

�1
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操作系部フレームの前出・水平
調節
①	壁ハンガーに操作系部フレームを
のせて、フレームを仮置きします。
　※	同時に連結材部分を大便器フ
レームにのせ大便器側の下穴
（2カ所）とあわせます。

②	調整ボルトでフレームの高さ、水
平などの位置調整をします。
③		位置出し完了後、ナットを締め込ん
で前出調整ボルトを固定します。

ポイント
● フレームの水平・垂直が出ていないと、前面板・カウンターなどの仕上げ材取り付け時に、すき間が

ふぞろいになるなどの原因となります。 
必ず水準器や下げ振りなどを使用し、建築壁に頼らず正しく位置出ししてください。

● 大便器フレームと高さがそろうように調整してください。
● 操作系部フレームと壁とのすき間は、大便器部フレームと壁のすき間と同じになるように調整

してください。

前出調整
上部アジャスター：7カ所

下部アジャスター：4カ所

柱

下・横材・後

高さ調整する
壁ハンガーアジャスター3カ所

連結材

連結材

フレーム仮置きの準備
前出調整ボルト（下部）は固定してい
るナットをゆるめ、高さ調整ボルト
は締め込みをゆるめ、ボルトをまわ
せるようにしておきます。
※	前出調整ボルト（上部）はテープ
止めされています。テープをはが
してください。

�3
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フレーム横材前面
（太線）

フレーム
横材前面
（太線）

フレーム
横材前面
（太線）

170mm

170mm

737mm

170mm

壁面

床仕上げ面

フレーム横材

皿タッピンねじφ4×8

連結材

ポイント ●この部分の操作系部縦
フレームと大便器縦フ
レームが平行になって
いることを確認します。

壁仕上げ面

壁仕上げ面から
170

操作系部
底目地受材

④	連結材を皿タッピンねじ	
（φ4×8）で固定します。

操作系部フレームの壁固定
操作系部フレームを壁に固定します。
※固定材は大便器フレーム部品箱に同梱
＜固定箇所＞
8カ所（上下4カ所ずつ）

フレーム補強部材の取り外し
フレーム補強材を取り外します。
（取り外した補強材は使用しません。）

フレーム
補強材

【コンクリート下地の場合】 【耐水合板下地の場合】

大形角

ワッシャー

コーチねじ
（φ6×50）ナット・ボルト

（M8×50）

ワッシャー

ばね座金

ポイント ● フレームの下部壁固定時、洗面
器排水管をずらしておくと作業
が容易になります。

�5

�6
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操作系部配管の接続STEP18

長ニップル
止水栓

Uボルト

座付き
ナット
（M6）

操作系部
フレーム

絶縁シート

絶縁シート

絶縁シートの奥側
を切断しておく

支持材

洗面器排水管の接続
※ゴムジョイントは操作系部フレーム部品袋に同梱
①	ゴムジョイントのバンドを2カ所ゆるめてお
きます。
②	ゴムジョイント（短辺側）を排水管（現場配管）
にしっかり奥まで挿入します。
③ 	STEP17でずらしておいた洗面器排水管を
ゴムジョイントに挿入しながら、排水管支持
材と洗面器排水管のケガキ位置をあわせま
す。

　※ケガキ線はあらかじめ書いてあります。
④ 	Uボルト（2カ所）のナットを締めて固定します。
⑤	ゴムジョイントの上からバンドを2カ所締め
て接続します。

手洗器排水管は手洗器設置後に手洗器用排
水金具で接続します。
このタイミングでは接続しないでください。

洗面器排水管

排水管支持材

ケガキ位置に
あわせる

手洗器用排水金具は
後で接続する

バンドを
ゆるめておく

ゴム
ジョイント

排水管（現場配管）

洗面器
排水管

バンドを
締める

止水栓の接続
※配管セットは操作系部フレーム部品袋に同梱
①	給水管に長ニップル止水栓を接続します。
②	長ニップルをＵボルトで支持材に固定します。
　	長ニップルと支持材の間に絶縁シートをはさん
で、座付きナット（Ｍ6）で固定してください。

ポイント
● ゴムジョイントの挿入には、ゴムジョイ

ントの内側に水をつけると作業が容易に
なります。

操作系部フレーム横さんの取り外し
操作系部フレームの横さん 1 本を取り外します。

取り外した横さんと固定ねじは、後で元の
状態に取り付けますので、確実に保管して
ください。

横さん1本を
取り外す

固定ねじ

チェック
● 止水栓の向きに注意！！
　本体の止水部を手前に向けること

�2

�1
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大便器部／汚物流し部　底目地材の張り付けSTEP19
大便器部／汚物流し部（汚物流しありの場合）の底目地材の張り付け
※底目地材は各前面板に同梱
※汚物流しありの場合、両面テープは大便器前面板に同梱
　汚物流しなしの場合、両面テープは幅木に同梱 
①	フレームの底目地受材1個に付き大便器スタンド同梱のライナー（t3) を１枚張り付けます。
　張り付け要領は下図を参照してください
　汚物流しあり　間口固定（2000mm）の場合：17カ所
　汚物流しあり　間口対応（2000mm〜2400mm）の場合：16カ所
　汚物流しなしの場合：13カ所

大便器部フレーム

汚物流し部フレーム

汚物流し前面板
同梱の底目地材（※）

両面テープ
張り付け範囲

底目地受材の前・側面の中央付近に
張り付けのこと

前

前

ライナーの張り付け位置

ライナーの張り付け要領

面一

両面テープ
張り付け範囲

底目地材の直角
曲げ部をライナー
にのせること

①幅狭の底目地
　受材の場合

③幅広の底目地
　受材の場合

汚物流しなしの場合

②側面の底目地受材
　の場合

汚物流しありの場合
※下図は間口固定の場合を示します。
　間口対応の場合はL型ではなく一本物になります。

前

前側面
ライナー

ライナー

ライナー

※汚物流しなしの場合
　この箇所は張り付け
　ないでください。

ライナー

底目地材

汚物流し部・大便器部底目地材張り付け基準
底目地受材底目地材継ぎ目

底目地材

底目地受材の中央部分に底目地材の継ぎ目が
くるように張り付けること
（継ぎ目部分ははね上げ手すりの心になります）

はね上げ
手すり受材

①
① ①

①①③

③

①

①
①

②

②

①
①

①

大便器部前面板
同梱の底目地材

ポイント ● 両面テープは接着力が強く、張り直し
ができませんので、十分注意して張っ
てください。

チェック
● 両面テープを張る前に、底目地受材のほこりを取り除いてください。
● 取付前に養生フィルムをはがしてください。
● 底目地材の裏面のほこりを取り除いてください。

②底目地受材に両面テープを張り付けます。
③底目地材を張り付けます。
　	底目地材の直角曲げ部を上にして張り付けて
ください。 上

�1
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大便器部／汚物流し部（汚物流しありの
場合）のフィラーの張り付け
①フィラー受材に両面テープを張ります。

②	フィラーを底目地材上面の高さにあわせ張
り付けます。汚物流しあり　間口対応の場
合、フィラー側面を壁面に突き当てながら
張り付けます。

③	汚物流し部のフィラーは、幅50mmと
70mmの2種類を壁と縦フレームとのす
き間の大きさによって使い分けます。

チェック ● 取付前に養生フィルムをはがして
ください。

● フィラーの裏面のほこりを取り除
いてください。

● 両面テープを張る前に、フィラー受
材のほこりを取り除いてください。

両面テープ

フィラー受材

フィラー受材

両面テープ

汚物流し部 大便器部

ポイント ● 両面テープは接着力が強く、張り直
しができませんので、十分注意して
張ってください。

● 壁面とすき間がない
よう、表裏を間違え
ないようにフィラー
を張り付けてくだ
さい。 【フィラー断面】

表面

裏面

壁と縦フレーム
のすき間寸法 0〜30mm 20〜 50mm

50mm 70mm使用する
フィラー幅

底目地材底目地材

フ
ィ
ラ
ー フィラー受材

フィラー受材の
端面を基準に
大便器部フィラー
を張る

フィラー
フィラーを壁に突き当てる
ように張り付ける

壁

フィラー
受材

フィラー
フィラーをフレームの
先端にあわせて張り付ける

フィラー
受材

壁に突き当てる

大便器部
フィラー

底目地材上面の
高さにあわせる

		汚物流し部フィラー
（幅50mm〜70mm）

大便器部
フィラー

（幅30mm）

底目地材の上面に
あわせる

チェック ● 間口 2000 固定用の場合、側板
が付きます。 
フィラーは付きません。

�2
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操作系部の底目地材の張り付けSTEP20

操作系部に底目地材を張り付けます。

①	底目地受材にライナーを両面テープで張り
付けます。

②底目地受材に両面テープを張り付けます。
③	底目地材を張り付けます。
　	底目地材の直角曲げ部を上にして、張り付けてください。
　※	底目地材（短）の張り付け基準
　　	底目地材の曲げ部（17mm程度）を大便器側の底目地材に突き当てて張り付けのこと。
　※	底目地材（長）の張り付け基準
　　	底目地材（短）と底目地材（長）の端部間を210mmで張り付けのこと。
　※	底目地材（Ｌ型）の張り付け基準
　　	底目地受材を基準に底目地材が曲がらないないよう張り付けのこと。

①
①

①

①
①

① ②

底目地受材の前・側面の中央付近に張り付けのこと。

ライナーの張り付け要領

②側面の底目地受材の場合①幅狭の底目地受材の場合

前
前 側面ライナー

ライナー

ポイント
● ライナーとすき間がないように、

表裏を間違えないように張り付け
てください。

操作系部
フレーム

210mm

底目地材（長）

底目地材（Ｌ型）

底目地材（短）

上

※底目地材は操作系部前面板に同梱、両面テープは大便器前面板に同梱

両面テープ張り付け範囲
前

ライナーの張り付け位置

面一

両面テープ
張り付け範囲

底目地材の直角
曲げ部をライナー
にのせること

ライナー

底目地材

チェック ● 取付前に養生フィルムをはがして
ください。

● 底目地材裏面のほこりを取り除い
てください。

● 両面テープを張る前に、底目地受材
のほこりを取り除いてください。
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養生フィルムはがし
全ての前面板の養生フィルムの側面のみをはがします。
※	器具が取り付く前面板については側面に加え器具の取り付く範囲も
はがしてください。

養生フィルム

背もたれの取り付け
点検口（大便器上）前面板の仕上げ面側から背もたれのベース穴と前面板の穴をあわせた状態で六角
ボルト（M6×30）を差し込み、前面板裏側を背もたれ裏当て材・角座金・座付きナット（M6）の
順で固定します。

【裏面】 背もたれ

背もたれ
裏当て材

角座金 六角ボルト
M6×30　SUS座付きナットM6

点検口（大便器上）

背もたれベース

「TOTO」マークが
上面にくること

点検口（大便器上）

背もたれ

点検口（大便器上）前面板の裏側にローレットねじがテープどめ
してありますが、はがさずそのままにしておきます。

※背もたれ固定用の金具類は大便器前面板部品箱に同梱

汚物流しあり・間口対応（2000mm〜2400mm）
前面板：12枚
側面板：１枚（操作系部）

汚物流しあり・間口固定（2000mm）
前面板：12枚
側面板：2枚（汚物流し部・操作系部）

汚物流しなし仕様
前面板：9枚
側面板：2枚（大便器部・操作系部）

⑭点検口（紙巻器側）
③前面板（手すり裏）

②点検口（大便器	上）

②点検口（大便器	上）

④点検口（大便器	横）

④点検口（大便器	横）

①前面板（大便器裏）

①前面板（大便器裏）

⑫前面板（汚物流し裏）

⑫前面板（汚物流し裏）

⑬点検口（洗浄ボタン側）

⑬点検口（洗浄ボタン側）

⑩点検口（手洗器	下）

⑪点検口（洗面器	下）

⑤点検口
	（操作系部	下）

⑤点検口（操作系部	下）

⑨操作系部側面板

⑦前面板（手洗器	上）

⑧前面板（洗面器	上）

⑭点検口（紙巻器側）

⑮汚物流し側面板 ⑥大便器側面板

③前面板（手すり裏）

前面板全体構成図

大便器部／汚物流し部　前面板の設置準備STEP21

※各前面板の形状は P12 〜 14「部品の確認」を参照してください。

�2

�1
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前面板を仮設置して、調整ねじで高さを調整します。

大便器部／汚物流し部（汚物流しありの
場合）の前面板の調整
前面板をフレーム横さんに引っ掛けて仮設置
し、調整ねじで取り付け高さ・水平・垂直を
調整します。

チェック
● 前板取付材が上下ともフレームに引っ掛かっていることを確認してください。
● 汚物流し部は、左右勝手どちらの場合でも向かって右側に紙巻器用（3 穴）、左側に洗浄ボタン

用（□穴）の前面板が取り付きます。

ポイント ● 前面板は下図の①〜⑧の順序で設置してください。
● まず始めに大便器の器具裏から設置し、順番に調整してください。

フレーム
横さん

　調整ねじ
（小ねじM6×20）

前板取付材
（調整用）

調整ねじを⊕ドライバーで右に
回すと、前面板が上がります。

① ③

②

①

②

③
⑥

⑧
⑦

④
⑤

上記内の数字は前面板の
設置順序です。

【汚物流しなしの場合】

【汚物流しあり間口固定
（2000mm）の場合】

前面板同士の突きあわせ：すき間0

前面板

60

床仕上げ面と前面板下端の
目安：60

床仕上げ面

【汚物流し部側面】
	（汚物流しありの場合）

幅木

壁
仕
上
げ
面

点検口

底目地材

フィラー

床仕上げ面

前面板上面と底目地材上面の
寸法を12mmにしてください

12

前面板

底目地材

⑧（③）⑨（④）

※汚物流しなしの場合を
	（　）にて表記します。

前面板側の穴とフレーム側の穴の中心をできるだけあわせるように調整してください

中心あわせ

フレーム側2個の
固定穴に対し前面
板側の下穴が中心
にくるようにする

チェック
正面から固定穴が見えるように
調整してください。
固定板が前面板にかかっている
と手すり固定ができません。

※ バックハンガーは汚物流し部前面板部品箱に同梱
①	汚物流し器具裏前面板の養生フィルムをは
がします。
②	バックハンガーを、バックハンガーに同梱
の取付ねじでフレームに取り付けます。
　※	バックハンガーの固定は上部2カ所で
す。長穴部分の固定はしません。

前面板を挟み込む
ように固定します

バック
ハンガー

取付ねじ

大便器部／汚物流し部　前面板の仮設置／調整STEP22

汚物流し用バックハンガーの取り付け（汚物流しありの場合）�2

�1
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タッピンねじ
（φ4×16）

角座金

前面板
（手洗器上）

前面板
（洗面器上） 側面板

前面板固定材

フレーム横さん

調整ねじ
（小ねじ
M6×20）

前板取付材（調整用）

調整ねじを⊕ドライバーで右に
回すと、前面板が上がります。

① ③

②

操作系部前面板を設置し、調整します。

①	前面板（手洗器上）・前面板（洗面器上）を下からフレームに引っ掛けて前面板固定材を角座金とタッ
ピンねじ（φ4×16）で仮止めします。
②操作系部側面板を取り付けます。

④	前面板（手洗器上）・前面板（洗面器上）の
水平、垂直を調整したのち、前面板固定材
のタッピンねじを本固定します。

③	操作系部前面板の高さが大便器側前面板にあう
ように高さ調整し、側面板の前出にあうように
左右の位置調整します。

チェック ● 前面板・側面板の取付材が上下ともフ
レームに引っ掛かっていることを確認
してください。本固定する

前面板
固定材

前面板上面と
底目地材上面の寸法を
12mmにしてください
前出は面一

12

前面板

底目地材

側面板の前出を
基準にする

左右方向基準

上下方向
基準

側面板

操作系部前面板の仮設置／調整STEP23
※操作系部前面板の取り付け部材は操作系部前面板部品箱に同梱
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大便器部カウンター

大便器部 操作系部

大便器部カウンター

大便器部
操作系部

カウンター
前出をそろえる

前面板

カウンター

前出をそろえる
前面板

カウンター

前出をそろえる
前面板
側面板

カウンター
前出をそろえる
前面板

剥離紙をはがす
最初に軽く嵌合させる

黒

透明

（裏面）

前

点検口カウンター

左勝手の場合、埋め
込みナットの位置は、
左右反転となります。

汚物流しなし仕様の場合

汚物流しあり仕様の場合

※面ファスナー（黒）はカウンター梱包箱に同梱
大便器部のカウンター固定
①	大便器部フレーム上面8カ所・操作系部フレーム上面2カ所の面ファスナー（透明）の上にカウンター
同梱の面ファスナー（黒）を軽く嵌合させます。
②カウンターを下図のようにのせ面ファスナーをカウンターに接着させます。
③大便器部カウンターの左右・前後方向の位置調整をします。
　大便器部に向かった状態での左右方向調整は、操作系部の前面板を基準とし設置します。
　（下図参照）
　前後方向は大便器部の前面板を基準とします。
　（下図参照）

傷つき防止のため、カウンターの養生フィルムは、取り付け完了まではがさないでください。
ただし、面ファスナー張り付け箇所は養生フィルムをはがしてください。

チェック ● カウンターの設置位置は、建築壁に頼らずフレームからの寸法を基準とし設置してください。
● 面ファスナー張り付けの前にカウンター設置面の汚れ、ほこりを取り除いてください。

カウンターの仮設置STEP24

�1
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ポイント ● 切断木口は、必要
に応じて金やすり
やディスクグライ
ンダーで削ると美
しく仕上げること
ができます。

大便器部カウンター

すき間の
目安：2mm

汚物流し部カウンター
（切り欠きが後壁側）

大便器側とは反対側を切断。
壁とのすき間の目安：4mm

汚物流しありの場合
汚物流し部カウンターを所定の長さに切断します。
切断寸法は壁の倒れや開きなど現場に応じて決めてください。
壁とのすき間は4mm、大便器部カウンターとのすき間は
2mmになるよう切断してください。

チェック ● 軽く押し切れる
スピードで切断
してください。

ポイント ● 切り落とす最後の部分は欠
けが生じやすいので、切断
終了直前には切り落とす側
の支持を行ってください。

チェック ● マスキングテープを張る。
（チッピングや工具台座に

よる傷を防止します。）

推奨 可

丸のこ ジグソー

操作系部のカウンター固定
①	大便器部カウンターと同様に操作系部フレーム上面
10カ所の面ファスナー（透明）の上にカウンター
同梱の面ファスナー（黒）を軽く嵌合させます。
②	カウンターを右図のようにのせ面ファスナーをカ
ウンターに接着させます。

220mm

操作系部カウンター（大）

操作系部カウンター（小）

前面板

前出を
そろえる

カウンター カウンター

前出を
そろえる
前面板

大便器部カウンター

操作系部フレーム

面ファスナー

③	操作系部カウンター（大）の左
右・前後方向の位置調整をし
ます。	
左右方向は、大便器カウンター
を基準とし間隔を220mmで
設置します。	
前後方向は前面板を基準とし
ます。（右図参照）
④	操作系部カウンター（小）の
左右・前後方向の位置調整を
します。	
左右・前後方向ともに前面板
を基準とし設置します。	
（右図参照）

汚物流し部カウンターの切断
※間口2000固定用カウンターの切断は不要です。

�2

�3
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①	汚物流し部フレーム上面8カ所の面ファスナー（透明）の上に面ファスナー（黒）を軽く嵌合させます。

②	カウンターを下図のようにのせ面ファスナーをカウンターに接着させます。

　	汚物流し部カウンターの左右・前後方向の位置調整をします。
　前後方向は前面板を基準とします。（下図参照）

　	間口固定（2000mm）の場合は、汚物流し部に向かった状態での左右方向調整は、側面板を基
準とし設置します。（下図参照）

汚物流し部カウンターの固定

剥離紙を
はがす

①最初に嵌合させる
黒

透明

　　
4m
m

側面
壁と
のす
き間

※カウンターと壁のすき間が目安4mm、大便器カウンターとのす
き間が目安2mmになるよう、カウンターを上からそっと押し付
け、上から軽くたたいて張り付け固定します。

※間口固定（2000mm）の場合

※間口対応（2000〜2400mm）の場合

カウンター
前出をそろえる

前面板

カウンター
前出をそろえる

前面板
側面板

側面板

チェック ● 大便器部カウンターと汚物流し部カウンターに段差がないことを確認してください。
　 段差がある場合は大便器取付スタンドに同梱のライナーを接着して調整してください。

※次 STEP で汚物流し部のカウンターは取り外しますが、この STEP で調整してください。
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鏡キャビネットの設置STEP25 汚物流し

設置作業にあたっては、カウンターの傷つき防止のためカウンターは、取り外して作業してください。
取り外したカウンターは後で設置するまで傷つきや破損のないよう大切に保管してください。

鏡キャビネットおよび引掛材の固定位置
出し
商品図・事前施工情報（右図）をもとに、キャ
ビネット引掛材およびキャビネット本体の壁
固定位置を墨出ししてください。

キャビネット引掛材の固定
キャビネット引掛材を3カ所固定します。
固定は壁下地にあった固定部材を使用してく
ださい。

● 鏡キャビネットの器具心穴と汚物
流しの器具心があうように位置出
ししてください。

● レーザー墨出器を使用することを
おすすめします。

･･･壁固定位置を示す
			（6カ所）

フレーム横材上面

7
3
7

20
2

28
2

65
0

135 135

10
74
（
キャ
ビ
ネッ
ト
引
掛
材
下
端
）

φ2.5中心穴

φ2.5中心穴

壁下地

コンクリート
（仕上げ厚35mm以内）

耐水合板下地

壁固定材

カールプラグ
（タッピンねじφ4.5 下穴深さ40）

現場
手配

タッピンねじφ4.5 × 40
キャビ
ネット
に同梱

カールプラグ
（現場手配） 引掛材

タッピンねじ
（φ4.5×40）

水準器

タッピンねじ
（φ4.5×40）

コンクリート下地の場合

①	引掛材の固定位置3カ所に下穴をあけて、
カールプラグ（現場手配）を打ち込みます。
②	引掛材を固定位置にあわせ、長穴2カ所を
タッピンねじで仮止めします。
③	引掛材の中心、水平を確認しながら3カ所
とも本固定します。

引掛材

タッピンねじ
（φ4.5×40）

水準器

タッピンねじ
（φ4.5×40）

耐水合板下地の場合

①	引掛材を固定位置にあわせ、長穴2カ所を
タッピンねじで仮止めします。
②	引掛材の中心、水平を確認しながら3カ所
とも本固定します。

ポイント ● 下地が合板で、表面が硬い仕上げ
材（タイルや化粧ケイカル板など）
を用いる場合は、ねじ固定時の仕
上げ材の破損を防ぐため、仕上げ
材だけに固定ねじの径よりも大き
い下穴をあけておくことをおすす
めします。

合板下穴

φ3 φ6程度

仕上げ材下穴

合板下地 タイルなどの硬い
壁仕上げ材

ポイント

�2

�1
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鏡キャビネットの位置出し
キャビネット引掛材にキャビネット本体を
引っ掛け、キャビネットの取付位置を調整
します。

ポイント
● 鏡キャビネットの器具心と汚物流し

の器具心があうように位置出しして
ください。鏡下端とフレーム上面の
すき間は 74mm が目安です。

● レーザー墨出器を使用することを
おすすめします。

水準器
キャビネット
引掛材

74
鏡下面

フレーム上面

鏡キャビネットの固定
キャビネット本体を6カ所固定します。
固定は壁下地にあった固定部材を使用してく
ださい。

水準器

タッピンねじ
φ4.5×50

カールプラグ
（現場手配）

［コンクリート下地の場合］

コンクリート下地の場合
①	キャビネット本体の固定位置6カ所に下穴
をあけて、カールプラグ（現場手配）を打
ち込みます。
②	キャビネット本体の上部横さんを引掛材に
載せ、器具心、垂直を確認しながらタッピン
ねじ（φ4.5 × 50）で6カ所固定します。

耐水合板下地の場合
キャビネット本体の上部横さんを引掛材に載
せ、中心、水平を確認しながら6カ所固定し
ます。

ポイント ● 下地が合板で、表面が硬い仕上げ
材（タイルや化粧ケイカル板など）
を用いる場合は、ねじ固定時の仕
上げ材の破損を防ぐため、仕上げ
材だけに固定ねじの径よりも大き
い下穴をあけておくことをおすす
めします。

合板下穴

φ3 φ6程度

仕上げ材下穴

合板下地 タイルなどの硬い
壁仕上げ材

壁下地

コンクリート
（仕上げ厚35mm以内）

耐水合板下地

壁固定材

カールプラグ
（タッピンねじφ4.5 下穴深さ40）

現場
手配

タッピンねじφ4.5 × 50
キャビ
ネット
に同梱

�3
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キャビネット下部横さんの取り外し
キャビネット取付後、キャビネット下部横さん
を固定している蝶ボルトをゆるめてキャビネッ
ト下部横さんを取り外します。

※	キャビネット下部横さんは、蝶ボルトをゆ
るめるだけで取り外すことができます。

キャビネット
下部横さん

蝶ボルト
（M4×10）

取り外したキャビネット下部横さんと蝶
ボルトは、後の作業で取り付けますので、
捨てずに保管してください。

前面板の取り外し
汚物流し器具裏前面板を残し、汚物流し左右
の点検口を取り外します。

取り外し点検口は、後で設置するまで、
傷つきや破損しないように、大切に保
管してください。

�5

�6
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汚物流しフラッシュバルブの取り付けSTEP26 汚物流し

フラッシュバルブ止水栓の取り付け
フラッシュバルブ止水栓と給水管を同梱の
ニップルを介して接続します。
その際、シールテープまたはヘルメシール
の塗布を行ってください。

フラッシュバルブ
止水栓

ニップル

給水継手

接合部はシールテープ巻き
またはヘルメシール塗布を
行ってください

フラッシュバルブ本体の取り付け
①	フラッシュバルブ本体とバキュームブレーカー
はあらかじめ組み立てておきます。	
フラッシュバルブ支持材をフラッシュバルブ
本体に小ねじ（M4×12）で取り付けます。
②	フラッシュバルブ支持材／固定材 4 カ所の小
ねじをゆるめます。
③	鏡キャビネット横さんにフラッシュバルブ固
定材を上下に動くよう仮固定します。
④	フラッシュバルブ本体と止水栓を接続します。	
フラッシュバルブ本体の袋ナットを締め付け
て接続してください。

⑤	フラッシュバルブの位置が決まったら支持材／固定材の小ねじ 4 カ所と固定材のタッピンね
じ 4 カ所を本固定してください。

鏡キャビネット
横さん
フラッシュバルブ
固定材

タッピンねじ（φ4×12）
※汚物流し部
　フレーム部品箱に同梱

フラッシュバルブ
止水栓

パッキン

袋ナット

フラッシュバルブ本体

小ねじ（M4×12）
を締め付ける

②の4カ所

⑤④③

フラッシュバルブの取り付け準備
	洗浄管／バキュームブレーカー支持材をタ
ッピンねじ（φ 4 × 8）でフレームに取り付
けます。

洗浄管支持材

タッピンねじ（φ4×8）

バキューム
ブレーカー支持材

※フラッシュバルブ固定セットは汚物流しフレーム部品箱に同梱

小ねじ（M4×12）
※フラッシュ
　バルブに同梱

小ねじ

小ねじ

フラッシュ
バルブ支持材

フラッシュバルブ本体

バキュームブレーカー

あらかじめ組み立てておく

① ②

�2

�1

�3
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汚物流しの取付準備STEP27
水石けん供給栓の取り付け

汚物流しの取付穴に水石けん供給栓本体を
吐水口が下を向くように挿入し、裏側から
ナットで固定します。

水石けん供給栓

水石けん取付穴

座金
ナット

向きに注意！
必ず下向き

スパッドの取り付け
※スパッドは汚物流し部前面板部品箱に同梱
汚物流しの取付穴にスパッドを取り付けます。

スパッド
スカートパッキン

スリップワッシャー（大）

ナット

ゴムパッキン（大）

①スパッドを取付穴に差し込む。
　	右図のように切り落とし部以外から取付穴
に入れ、切り落とし部を通過させるように
差し込んでください。
　※	始めに切り落とし部から差し込むと、取付

穴と干渉し、通過しない場合があります。

②	スカートパッキンを取付穴に差し込み、ス
パッドに組み込みます。

③	ゴムパッキン（大）・スリップワッシャー（大）
の順にスパッドに組み込みます。

④	あらかじめ指に締付ナットを通し、スパッ
ドを取付穴の中心で引き寄せ、締付ナット
を手で締め込みます。

⑤	最後にモーターレンチなどの工具を使用し
て確実に締め込みます。

取付穴 取付穴

切り落とし部以外
から差し込む

切り落とし部

スカートパッキン

スパッド

汚物流し

スパッド

引き寄せる ゴムパッキン（大）

スリップ
ワッシャー（大）

締付ナット

モーターレンチなど

密着するまで
押込む

排水
ソケット側

汚物流し
排水口
装着側

排水パッキン

排水パッキン

排水パッキンの取り付け
※排水パッキンは単独排水管継手に同梱

水石けん供給栓に同梱の施工説明書を
参考に施工してください。

必ず守る

�2

�1

�3

汚物流し排水口外周のごみや水分などを除き、排水パッキンの向きを確認し、装着します。

グリスは使用しない
劣化し水漏れして建物や設備をぬらす財産損害
発生の原因となります。
・ 排水パッキン表面に必ず水または石けん水を

塗布してから差し込む
・排水パッキンは大便器排水口に密着するまで押し込む
水漏れして建物や設備をぬらす財産損害発生
の原因となります。

禁　止

注意
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汚物流し　洗浄管の取り付けSTEP29

汚物流しの取り付けSTEP28

フラッシュバルブと汚物流しを洗浄管で接続します。

汚物流し

Uボルト

絶縁シート

座付きナット
（M6）

洗浄管
支持材

スリップワッシャー
袋ナット

ゴムパッキン
洗浄管

スパッド
ゴムパッキン
スリップワッシャー

パッキン

袋ナット

（ 　　　 ）カットして調整
してください

スパッドに付属

洗浄管支持材調整方法
①図のＭ4小ねじ2本を
　ゆるめます
②洗浄管支持材を左右に
　動かし調整します
③位置決めしたら
　Ｍ4小ねじを固定します

バキューム
ブレーカー支持材

Ｍ4小ねじ
洗浄管支持材

ゆるめる

汚物流しの取り付け
	汚物流しをバックハンガーに引っ掛けながら、排水パッキンが排水ソケット内にスムーズにはまるよう挿入してください。

バックハンガー

排水ソケット

排水パッキン

ナットボックス

汚物流し

汚物流しの固定
	※便器取付ボルトは汚物流し部前面板部品箱に同梱
排水ソケット左右のナットに便器取付ボルトをねじ込み、固定します。（2カ所）

便器取付ボルト
ワッシャー

パッキン

①	フラッシュバルブに洗浄管を取り付けます。
②	洗浄管とスパッドを連結させ、袋ナットで締め付けます。
③	洗浄管を洗浄管支持材にＵボルトで固定します。
　	洗浄管と洗浄管支持材の間に絶縁シートをはさんで
座付きナット（Ｍ6）で固定してください。
　※	洗浄管の位置があわないときは小ねじ

をゆるめて左右の調整をしてください。

チェック ● 器具裏前面板と左右に取り付く点検口に面段差が
できます。

※洗浄管は汚物流し部前面板部品箱に同梱

 全ての連結部が締まっていることを
確認し、フラッシュバルブの一次側接
続部、便器固定部を増し締めする
水漏れして、建物や設備をぬらすな
ど財産損害発生の原因となります。

必ず守る

必ず守る

ボルトをきつく締めすぎない
陶器が割れ、けがの原因になります。

�2

�1

必ず守る

グリスは使用しない
劣化し水漏れして建物や設備をぬらす財産損害発生の
原因となります。

・ 排水パッキン表面に必ず水または石けん水を塗布して
から差し込む

・排水パッキンを他の部位にぶつけない
・排水パッキンを強引に挿入しない
パッキンの劣化、変形、切れ、めくれなどにより、水漏れ
して建物や設備をぬらす財産損害発生の原因となります。

禁　止

チェック ● 水石けん供給栓のホースをはさまないように注意してください。
● 陶器を引っ掛ける際、前面板を傷つけないように注意してください。

注意

警告

注意
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バキュームブレーカーの取り付けSTEP31

水受けトレイの取り付けSTEP30

ホースの取り付け
	①	あらかじめ、バキュームブレーカーの固定
ナットをゆるめておき、排水パイプを手前
にしてバキュームブレーカー支持材のスリ
ットに挿入し、固定ナット締め付けて固定
します。

②	バキュームブレーカーの下先端に膨張水処
理継手からのホースを袋ナットで接続し
ます。

バキューム
ブレーカー

膨張水処理継手へ

電気温水器へ

パッキン

固定
ナット 排水パイプを

手前側にする

袋ナット
ホース

バキューム
ブレーカー
支持材

汚物流し

水受けトレイを汚物流しに取り付けます。

①	水受けトレイの膨張水処理継手を取り外し
ます。
　	取付ねじをゆるめて取り外してください。

汚物流し

膨張水処理継手

取付ねじ

水受けトレイ

②	水受けトレイをフレーム上部から差し込
み、水受けトレイの水栓ガイド部を汚物流
し裏側から差し込みます。
　	上下を間違えないよう、またフレームで水
受けトレイを傷つけないように差し込んで
ください。

③	本体取付ねじ穴が上になるように台座を挿
入し、ナットで締め付けます。

ナット

汚物流し台座

水栓ガイド部

�1
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汚物流し用水栓の取り付けSTEP32
吐水スイッチの取り付け
①	コードを台座に通し、スイッチ
本体を取付ねじで台座に取り付
けます。

②	押しボタンを本体に差し込み、
止めねじで固定し、化粧キャッ
プを取り付けます。
　※	取付ねじ・止めねじは六角レン

チ（呼び寸法2.5mm）を使用
してください。

押しボタン【吐水スイッチ】

【スパウト】

止めねじ

化粧キャップの
向きに注意！！

下に切り落とし
部がくる

化粧キャップ取付ねじ

スイッチ本体

台座

コード

汚物流し

汚物流し

汚物流し

スパウト
吐水スイッチ

スパウト
本体

取付ねじ

台座

ホース

スパウトの取り付け
①	ホースを台座に通し、スパウト本体を
取付ねじで台座に取り付けます。

②	ホースを水受けトレイのストッパーガイド
と水栓金具ガイドの下をくぐらせ、ホース
を矢印方向へ押し出します。
　※	ホース先端を作業のしやすい位置まで上
に軽くひっぱり出して、膨張水処理継手
との接続を行ってください。

③	膨張水処理継手を取付ねじで水受けトレイ
に固定します。

袋ナット
取付ねじ

膨張水処理継手

パッキン

水受けトレイ

水栓金具
ガイド

上面図

ストッパーガイド

上に軽く
引っぱり出す

汚物流し

ポイント ● よじれがホースに生じないように
注意して、膨張水処理継手の袋ナ
ットを締め込んでください。

�2

�1
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①	フィルターキャップを電気温水器に同梱している開閉
工具で左に回して外します。
※給水口に定流量弁が残っていないか確認してください。
②	フィルター先端についている定流量弁を取り外し、ス
パウトに同梱されている定流量弁を取り付けます。
③	フィルターキャップを取り付けます。

取付金具を固定位置にあわせて木ねじ
2本で水平に固定し、電気温水器本体
を引っ掛けます。
※	本体が水平になるように取り付け
てください。

汚物流し用電気温水器の取り付けSTEP33 汚物流し

コンクリート壁下地の場合

①	取付金具の固定位置に下穴をあけ、カールプ
ラグ（現場手配）を打ち込みます。
※	カールプラグは木ねじ（φ5.1 × 32）にあう
ものを手配してください。
②	取付金具を固定位置にあわせて電気温水器に
同梱の木ねじ2本で水平に固定します。
③	取付金具へ電気温水器本体を引っ掛けます。
※	本体が水平になるように取り付けてください。

①	電気温水器本体の化粧カバーを取り外します。
②	電源コードを収納し、長さを調整します。

キャビネット側面板
キャビネット
側面板

木ねじ
（電気温水器に同梱）

キャビネット棚板

2
3
7

（棚
板上

端〜
固定

位置
）

取付金具

94 カールプラグ
（現場手配）

電気温水器
本体

中心線
（キャビネット）

キャビネット
内面〜108

合板下地の場合

キャビネット棚板

電気温水器の設置

電気温水器の設置準備

�3

�1

�2 定流量弁の交換
スパウトに同梱されている定流量弁に交換して
ください。

向きに注意してください。

フィルターキャップ

フィルター

  開閉工具
（電気温水器に取り付け）

電気温水器
スパウト

タイプ 形状 定流量弁

REAH03型

汚物流し部用 変更必要

洗面器部用 変更不要

電気温水器本体を床に仮置きする場合、傷
がつくおそれがあります。梱包の緩衝材を
床に敷くなどして作業を行ってください。

注
　
意 化粧カバー

①

②

ポイント ● 定流量弁を交換しないと吐水流量
が不足してパウチ洗浄では手洗い
がしにくくなります。

薄紫色

スパウト同梱の
定流量弁

黄色

〈　　　　〉
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出湯ホース

スパウト

袋ナット（必ず電気温水器と
接続の前に挿入する）

出湯ホース

袋ナット

袋ナット

出湯ホース
出湯口

出湯ホースの接続
①	出湯ホースに袋ナットを通します。
②出湯ホースを出湯口に差し込みます。
③袋ナットを手で締め付けます。

チェック ● ホースが確実に差し込まれている
ことを確認してください。

● ホースが折れ曲がることのないよ
うに注意してください。

ポイント ● ホースは、極端に折らない。
（R60mm 以

上は確保して
ください。） Ｒ60mm以上

鏡キャビネット内ホース・コード類の取り回し要領
出湯ホース・フレキホース・スイッチコードはキャビ	
ネット棚板にある穴を通しそれぞれ接続してください。

スイッチコード

給水フレキホース

出湯ホース

キャビネット棚板

袋ナットの締め付けは手で確実に締め付ける
	工具使用により袋ナットが破損した場合や、締
め付けが不十分な場合、水漏れして建物や設備
をぬらすなど財産損害発生の原因となります。

必ず守る

�4

�5 注意
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電気温水器の給水接続
※	フレキホース（L=1500）は汚物流し部
前面板部品箱に同梱
電気温水器の給水口と汚物流し用電気温水器
の止水栓を給水フレキホース（L＝ 1500）
で接続します。

パッキン

パッキン

汚物流し用電気温水器の止水栓

給水口

給水
フレキホース

ホースの固定
電気温水器からの出湯ホース、給水フ
レキホースおよびスイッチコードを
鏡キャビネットに同梱のサドルバン
ドとタッピンねじ（φ4×12）で固定
します。

タッピンねじ
（φ4×12）

出湯ホース

スイッチコード

	サドルバンド
（キャビネットに
	同梱）

チェック この穴は使用しません。

給水フレキホース

�8

�7

②	接続したスイッチコードを内面パネルの
溝にはめ込み、コードを固定します。

③	コネクターボックスのフタの両端を	
押して閉めます。

  スイッチコード
（コネクター：橙）
※汚物流し用

コネクター
ボックススイッチコード：下段

スイッチコードの接続
①	コネクターボックスのフタを開け、スパウト
のスイッチコネクターを電気温水器本体のコ
ネクターに接続します。

�6 汚物流し用
スパウトスイッチ

スイッチ
コネクター

●センサーコネクター●スイッチコネクター

左側のコネクターに接続する右側のコネクターに接続する

〈REAH03型〉

橙
橙 橙

ポイント
● コネクターはカチッと音がするまで確

実に差し込んでください。
●コネクターは真っすぐ付けてください。
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汚物流し水石けんタンクの取り付けSTEP35

水石けんタンク固定金具の固定
水石けんタンク固定金具を水石けん供給栓に
同梱の皿タッピンねじ（φ4×12）2本で鏡
キャビネットに固定します。
固定金具の上側 2カ所の穴を使って固定し	
ます。

水石けんホースの接続
①	ホースを水石けんタンク固定金具の穴に通
します。
②	水石けんタンクをホースで接続します。
　	ホースをしっかりと差し込み、クリップで
固定します。
③水石けんタンクを固定金具に設置します。

汚物流し

皿タッピンねじ×2本
（φ4×12）
（水石けん供給栓に同梱）

固定金具

下穴

水石けん
タンク

固定金具

クリップ
ホース

水石けん供給栓に同梱の施工説明書を参考に施工してください。

汚物流し排水金具の取り付けSTEP34

ソケットの固定
	ソケットを排水管（現場配管）に硬質塩化ビ	
ニル管用接着剤で固定します。

排水金具の接続
※排水金具は洗浄ボタン水栓に同梱
排水金具を排水ソケットに接続し、水受けト
レイの排水ホースを排水金具に接続します。

【参考：排水ホース取り回し】

汚物流し

接着剤を塗布する

ナット

ソケット

パッキン

スリップワッシャ

ソケット部材

排水管
（現場手配）

袋ナット

パッキン

排水ホース
ホースバンド

袋ナット

排水金具

パッキン

水受けトレイ

汚物流し本体
排水ホース
排水金具

排水ソケット

�2

�1

�2

�1
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キャビネット下部横さんの仮取り付けSTEP37

蝶ボルト
M4×10

キャビネット
下部横さん

キャビネット

結線
電源線、連結線、信号線をそれぞれコントロ
ーラーに接続します。
コントローラーカバーの切り欠きからコード
の引き回しをします。

鏡キャビネット設置の際に取り外しておいた横
さんをもどします。
蝶ボルト（4カ所）を軽くねじ込んで仮固定し
てください。

電源線ＶＶＦ２×１．６ｍｍ
（L=3000）（フレームに同梱）

コネクター（黒）
（使用しません）

コントローラーセット
コントローラー

信号線端子台

電源線端子台

コネクター（緑）
連結線
（フレームに同梱）

信号線
（洗浄ボタンに同梱）

ジョイントボックスへ
フラッシュバルブへ

洗浄ボタンへ

コントローラーカバーの取り付け
取り外したコントローラーカバーをコントローラー
セットの元の位置にねじ固定（3カ所）します。

コントローラーカバー

コントローラー
セット

固定ねじ
ポイント ● カバー取り付けの際に、コードの挟み

込みがないよう、カバー左下の取り出
し用切り欠きから取り出してください。

汚物流し

�3

�4

汚物流し用コントローラーの取り付けSTEP36

コントローラーセットの取り付け
コントローラーセットを鏡キャビネットにタッピ
ンねじ（φ4×12）2本で取り付けます。
※	キャビネット左側板内にコントローラーセッ
ト固定用の穴があらかじめあけてあります。 コントローラー

セット

タッピンねじ
（φ4×12）

コントローラーカバーの取り外し
コントローラーセット取り付けの前にコントロー
ラーカバーを取り外します。

固定ねじ

コントローラーカバー

コントローラー
セット

汚物流し

※ コントローラーセット、連結線は汚物流し部フレーム部品箱、電源線は大便器部フレーム部品箱に同梱

�2

�1
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手洗器の取付準備STEP38

②	手洗器を取り外し、フレームの手洗器固定
位置にφ5.5 の下穴をあけます。
　	手洗器の取り付けは前面板取り付け後に行
います。 手洗器

押さえる

手洗器固定用
フレーム

●手洗器をセットして、
　上面（壁側）をしっかり
　押さえて固定位置出し
　を行う。
●手洗器を取り外し、
　下穴φ5.5をあける。

φ5.5

220
110 110

排水金具取り付け
※排水金具は操作系部前面板部品箱に同梱
手洗器に排水金具を取り付けます。

手洗器

スリップ
ワッシャー

Pシール塗布
三角パッキン

ナット

クッション材（長）

3mmクッション材
（長）

クッション材（長）

手洗器

手洗器

3
m
m

クッション材（長）の取り付け
※ クッション材（長）は操作系部前面板部品箱に

同梱
①	手洗器リップ裏面にクッション材（長）を
張り付けます。
　	クッション材は手洗器の左右および正面前
垂れ部（カウンターと前面板に接する部分）
に、手洗器端面より3mm内側に張ります。
②余分はカットします。
　※	クッション材部分がカウンターにのるた
めカウンターの養生シートを20mm程
度はがすこと

手洗器の固定位置出し

①	手洗器をカウンターにセットし、固定穴を
フレームに位置出しします。

カウンターの養生シートを
20mm程度はがす

三角パッキンの当たる部分に少量の P
シール（別途手配）を塗布しておく
P シールがないと水漏れし、建物や設
備をぬらすなど財産損害発生の原因に
なります。

ポイント ● 手洗器設置の際に、コードやホース
の挟み込みに注意してください。

必ず守る

�2

�1

�3

注意
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チェック

手洗器の固定

②	手洗器を下穴にあわせ、ゴムワッシャー、平座金
呼び径6とタッピンねじ（φ6×35）で固定します。

● 手洗器設置の際に、コードやホースの挟
み込みに注意してください。

ポイント ● ホース・コードを傷つけないように注意
してください。

●  3 番ビットを使用して固定してください。

排水金具の接続
配管アダプターを排水管（現場配管）に挿入し、
排水金具を接続します。

手洗器固定
用フレーム

ホース・コード

スパウト

座金
ナット

パッキン

ゴムワッシャー

タッピンねじ（φ6×35）

平座金呼び径6

コード

ホース

操作系部前面板
部品箱に同梱

排水管（現場配管）

パッキン

ナット

ナット

調整する場合のカット位置

スリップ
ワッシャー

パッキン
袋ナット

ゴムパッキン
スリップ
ワッシャー

パッキン

手洗器

袋ナット配管アダプター

(														)

※ 手洗器取付用部材は操作系部前面板部品箱に同梱
①	手洗器をカウンターに設置します。ホース・
コードを手洗器固定用フレームの裏側にまわ
して設置します。

自動水栓スパウトの取り付け
手洗器に自動水栓のスパウトを吐水口が下向きに
なるように取り付けます。

●自動水栓に同梱の施工説明書を参考に施工し
てください。

●洗面器用のスパウトと間違えないよう注意して
ください。短い方が手洗器用です。

手洗器の取り付けSTEP39

必ず守る

タッピンねじをきつく締めすぎない
陶器が割れ、けがの原因になります。

�2

�1

�3

警告
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※ 洗面器取付部材一式は操作系部前面板部品箱に同梱
洗面器固定金具の取り付け
①	洗面器を裏返しにしＴボルトを陶器長
穴側にセットします。

②	平ゴムパッキンを陶器穴にあわせセッ
トします。（Ｔボルト側が長穴になるよ
うセットします。）

③	右図を参考にフリップアンカーの準備
をします。フリップアンカーを平ゴム
パッキン上から陶器内へ差し込みます。
（フリップアンカー本体を右図のように
入れる際、アンカー本体部に指を添え
ながら入れてください。）

④	寸切ボルトに樹脂ブッシュを通し平ゴム
パッキンを挟み込みます。

⑤	洗面器固定プレートをセットします。
（フリップアンカー側が長穴になるよう
セットします。）

⑥	Ｔボルト側をＭ 6座付きナットで固定
します。

⑦	寸切ボルトのねじ部出代の調整をしま
す。ボルトを上に引っ張りながらねじ
込み洗面器固定プレートから寸切ボル
トの先端まで 110mm（± 2 以内）に
なるよう調整します。

⑧	Ｍ 8 平座金をフリップアンカー側にセ
ットします。

⑨	Ｍ 8 ナットでフリップアンカー側を固
定します。

【洗面器取り付けフリップアンカー準備】

寸切ボルト
Ｍ8×135

※向きに注意!!
　リング側にボルトがきます。

フリップ
アンカー本体

リング

リング

フリップアンカー

Ｔボルト

長穴

樹脂ブッシュ

Ｍ8平座金
Ｍ8ナット

丸穴

長穴

長穴

丸穴

丸穴

平ゴム
パッキン

洗面器固定
プレート

Ｍ6座付きナット

洗面器固定部品の構成

フリップ
アンカー本体

フリップアンカー
本体が可動する
ことを確認

①Ｔボルト

②平ゴムパッキン
　Ｔボルト側が長穴

寸切ボルト
Ｍ8×135

④樹脂ブッシュ

③

⑥Ｍ6座付き
　ナット

⑨Ｍ8ナット
⑧Ｍ8平座金
樹脂ブッシュ

⑤洗面器固定プレート
　フリップアンカー側が長穴

⑦

1
1
0（
±
2
以
内
）

【完了】

フリップアンカー本体のリング部分に
寸切ボルトＭ8×135をねじ込みます。

寸切ボルト
Ｍ8×135

注意!!
このときボルトの先端ねじ山、2
〜3山だけねじ込みます。それ以
上ねじ込むとフリップアンカー本
体が可動しなくなります。

ポイント
● ナットの締め付け工具は「150 モ

ンキースパナ」を用いて、締め付け
すぎないようにしてください。

チェック ● 寸切りボルトの出代が110mm±
2 以内でない場合、次工程の電気
温水器取り付けができなくなりま
す。ねじ出代が 110 ± 2mm 以内
であることを確認してください。

洗面器の取付準備STEP40

�1
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六角ボルト
（M8×80）

溶接ナット

溶接ボルト

六角ボルト
（M8×80）

アジャスターボルトの仮付け
※操作系部前面板部品箱同梱
フレーム手前側の左右2カ所の溶接ナット部
に六角ボルト（M8×80）を取り付けます。

小ねじ（2本）
プレート

ナット
ばね座金

固定板

水石けん入れ
本体

パッキン

陶器（裏）

目印プレート

陶器 固定板
ナットばね座金

洗面器

スリップワッシャー

スカートパッキン

ゴムパッキン

ナット

固定金具
パッキン

スパウト
止めねじ

ナット

● 自動水栓、水石けん入れ、排水金具の施工説明書を参考に施工してください。
● 手洗器用スパウトと間違えないようにしてください。スパウトの長い方が洗面器用です。

水栓金具類、排水金具の取り付け

①	自動水栓スパウトを取り付けます。 ②水石けん入れを取り付けます。

③排水金具のスパッドを取り付けます。
※ 排水金具は操作系前面板に同梱

クッション材の張り付け
洗面器リップ裏面にクッション材（短）を張
り付けます。クッション材は洗面器左右のカ
ウンターと前面板に接する部分に、洗面器端
面より3mm内側に張ります。（洗面器正面
の前垂れ部は不要です。）

クッション材（短）

洗面器

3mm

クッション材

�2

�3

�4
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洗面器
固定材

20mm程度

20mm程度

洗面器の水平調整
六角ボルトを突き上げて、洗面器の水平調整を
する。
洗面器下面とカウンターのすき間を2〜3mm
あけてください。

洗面器の本固定
※ 大形角・M8 六角ナットは操作系前面板部品箱

に同梱
洗面器を下からのぞき、長穴からボルトねじ部
が出ていることを確認します。ボルトを大形角・
M8六角ナットで固定します。

洗面器の仮のせ
洗面器から出ているボルトをフレームの洗面器
固定材にある長穴を狙って落とし込みます。

六角ボルト
（M8×80）

カウンター
すき間
2〜3mm

カウンターの養生
端部から20mm程度養生シートをはがし、陶
器取り付け時に傷が付かないよう、カウンター
をマスキングテープなどで養生します。

大形角
スパウト
連結ホースＭ8六角ナット

		洗面器固定材
（フレームに
	組付いています）

洗面器の取り付けSTEP41

�2

�3

�4

�1
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排水金具の接続
※ソケットは操作系部前面板部品箱に同梱
ソケットを排水管に硬質塩化ビニル管用接着剤
で固定し、排水金具を接続します。

ナット

袋ナット

袋ナット

袋ナット

排水管

スリップ
ワッシャー

スリップ
ワッシャー

パッキン

パッキン

パッキン

洗面器

パッキン

ソケット部材

ソケット

接着材を塗布する

カットして調整
してください

L=470

L=270

L=1200

L=620

L=1200

L=470

L=270

L=1200

L=620

L=1200

※フレキホースL＝1200はライニング内で1回転させます。 ※フレキホースL＝1200はライニング内で1回転させます。

Ｌ勝手・電温なし Ｒ勝手・電温なし

Ｌ勝手・電温あり Ｒ勝手・電温あり

操作系部給水フレキホースの取り回しは製品ごとで変わり、4 パターンあります。下図で確認し
てください。作業要領は次ページからになります。

事前情報

洗面器用排水金具、給水配管類の取り付けSTEP42

�1
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④	洗面器用水栓の機能部を取り付けます。

⑤	取り外した横さんフレーム（上）を元の位
置にねじ固定します。	
固定ねじ2本を取り付けます。

洗面器用アダプター
（電気温水器ありの場合） パッキン

電気温水器へ

電気温水器用
止水栓

電気温水器用
フレキホース

洗面器用
自動水栓機能部

スパウト連結ホース
センサー
コード

洗面器用アダプター
（電気温水器なしの場合）

電気温水器なしの場合
洗面器用アダプターに自動水栓の機能部を取
り付け、洗面器のスパウト連結ホースとセン
サーコードを接続します。

電気温水器ありの場合

洗面器用アダプターに止水栓とフレキホース
を取り付けます。

③	手洗器用アダプターに自動水栓の機能部を
取り付け、手洗器のスパウト連結ホースと
センサーコードを接続します。

【電気温水器なしの場合】

【電気温水器ありの場合】

分岐金具

洗面器用
アダプター

分岐金具

固定ねじ

横さん
フレーム（上）

フレキホ−ス
（L=1200）

フレキホ−ス（L=270）
パッキン

洗面器用
アダプター

フレキホ−ス
（L=1200）

フレキホ−ス（L=620）
パッキン

パッキン

給水配管類の接続
※ フレキホース分岐金具は操作系部フレーム部品

袋に同梱
①	手洗器用自動水栓機能部正面の横さんフレー
ム（上）を取り外します。	
固定ねじ2本を外します。
②	止水栓に分岐金具、L継手を取り付け、手洗
器用アダプターおよび洗面器用アダプター
とフレキホースで接続します。

ポイント ●  フレキホースは折れ曲がらないよ
うにしてください。
 （Ｒ60mｍ以上 
は確保してくだ
さい。）

● L 継手の角度を手前側に振ってお
くと、手洗器用フレキホースが接
続しやすくなります。

手洗器用
自動水栓機能部

手洗器用
アダプター

スパウト
連結ホース

センサーコード

Ｒ	60mm以上

※止水栓は操作系部フレーム部品袋に同梱

�2

自動水栓の施工は、自動水栓に同梱の施工
説明書を参照してください。
機能部カバー固定用のねじは取り付けずに、
機能部カバーのみ本体にはめてください。

自動水栓の施工は、自動水栓に同梱の施工
説明書を参照してください。
機能部カバー固定用のねじは取り付けずに、
機能部カバーのみ本体にはめてください。
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洗面器用電気温水器の取り付けSTEP43

電気温水器本体

取付金具

タッピンねじ（φ4×8）
（操作系部部品袋に同梱）

フレーム下穴

操作系部
フレーム

排水金具フレキホース
（L＝470）

パッキン

①

②

③

電気温水器の設置
①	電気温水器の取付金具をフレームの下穴に
あわせて、操作部系フレームに同梱のタッ
ピンねじ（φ4×8）で固定します。

②	フレーム外で電気温水器用フレキホース
（L＝470）を接続し、工具で増締めし
てください。
③	フレキホース（L＝470）は排水金具の
下を通し、電気温水器本体を正面から
フレーム内に入れ、取付金具に引っ掛
けます。

ポイント
● 電気温水器同梱の木ねじは鋼板には固

定できませんので、操作系部フレーム
部品袋同梱のねじを使用してください。

電気温水器に同梱の施工説明書を参考に施工してください。
電気温水器なしの場合は、この作業は不要です。

電気温水器

�2

①	電気温水器本体の化粧カバーを取り外します。
②	電源コードを収納し、長さを調整します。

電気温水器の設置準備�1

化粧カバー

①

②

電気温水器本体を床に仮置きする場合、傷
がつくおそれがあります。梱包の緩衝材を
床に敷くなどして作業を行ってください。

注 意
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スパウト連結ホース

ホースクランプ
出湯口

ホース
クランプ

ホースクランプがホース継手の上面に付くこと

スパウト連結ホースの接続
①	スパウト連結ホースにホースクランプを通します。
②スパウト連結ホースを出湯口に差し込みます。
③	ホースクランプで固定します。

チェック
● ホースが確実に差し込まれている

ことを確認してください。
● ホースが折れ曲がることのないよ

うに注意してください。
● ホースクランプは所定の位置にくる

ようにしてください。
● 必ずホースクランプでホースを固定

してください。

ポイント
● ホースは、極端に折らない。

（R60mm 以上は確保してく
ださい。）

Ｒ60mm
以上

�3

②	接続したセンサーコードを内面パネルの
溝にはめ込み、コードを固定します。

③	コネクターボックスのフタの両端を	
押して閉めます。

コネクター
ボックスセンサーコード：上段

  センサーコード
（コネクター：白）

※洗面器用

センサーコードの接続
①	コネクターボックスのフタを開け、スパウ
トのセンサーコネクターを電気温水器本体
のコネクターに接続します。

�4 洗面器用
スパウト

センサー
コネクター

●センサーコネクター

左側のコネクターに接続する

〈REAH03型〉

橙

ポイント
● コネクターはカチッと音がするまで確

実に差し込んでください。
●コネクターは真っすぐ付けてください。
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操作系部スイッチ類の取り付けSTEP44

ブッシュ（中）

ばね座金
座金

六角ボルト

水平部便器奥側 水平部便器先端側
ブッシュ（小）

ばね座金
座金

六角ボルト

L型手すり取り付け穴フレームへのブッシュ取り付け
①	六角ボルトにばね座金、座金、ブッシュを
通し、操作系ライニング前面板のＬ型手す
り取り付け穴に仮固定します。
　水平部便器先端側：ブッシュ（小）
　水平部便器奥側：ブッシュ（中）

ブッシュの大きさを間違えないように
注意してください。

操作系部前面板に大便器のスイッチ類を取り付け

洗浄ボタンの取り付け
※ 操作系部前面板に同梱
※ウォシュレットリモコンは、上下左右の調整ができません。位置は洗浄ボタンで調整してください。

操作系部前面板の穴（□38）に洗浄ボタンを取り付けます。
※取付ねじは六角棒レンチ（呼び寸法1.5mm）を使用してください。

チェック
● ウォシュレットリモコンの取り付け高さにあわせ

てください。
● 取り付け位置を間違えないように注意してください。
　 左右勝手どちらの場合でも、手洗器より遠い方の

角穴に取り付けます。
　 （手洗器側の角穴は呼出ボタン用です。）
● 呼出ボタンはアイホン（株）の取り扱い製品です。当

社取り扱い製品ではありません。 
別途電気工事での取り付けになりますので、現場責
任者の方に確認してください。

洗浄ボタンに同梱の施工説明書を参照して、施工してください。

ウォシュレットリモコンの取り付け

操作系部前面板のウォシュレットリモコン取付穴に
ウォシュレットリモコンを取り付けます。
ウォシュレットリモコンの電源線は、大便器フレーム
に同梱されています。
電源線は電源端子台に接続します。

ウォシュレットに同梱の施工説明書を参照して、施工してください。

洗浄ボタン用角穴

	呼出ボタン用角穴
（当社製品ではありません）

洗浄ボタン 取付ねじ

ポイント ●配線はフレームの
下側から引き出す。

ウォシュレット
リモコン

洗浄ボタン用
角穴

Ｌ型手すりの取り付けSTEP45

�2

�1

�1
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④	ブッシュ（大）固定用の下穴をあけます。
　	下穴をあける作業は取り付ける下地によって
変わります。下地にあった取り付けを行って
ください。

コンクリート下地の場合
取付位置にグリップアンカーM8用の下穴（φ12、深さ：
仕上げ厚＋40mm）をあけ、ダストポンプを使用して穴の中
の切粉を除去した後、グリップアンカーを打ち込みます。

マーキングして
取り外す

アンカー打込み棒

ねじ穴を下向きにする

②	ブッシュの位置を微調整し、
ねじ穴が下を向くように取
り付けます。

③	ブッシュに握りバーを差し込み、ブッシュ
（大）の取付位置を出します。

ポイント
● ブッシュ ( 大）の位置出しは同梱の両

面テープを使用し、2 人作業で行って
ください。 
ブッシュ（大）がカウンター上に落下
した場合、カウンターが破損するおそ
れがあります。

● 握りバーをブッシュの根元まで差し込ま
ずに位置確認してください。板ばねが握
りバーの穴に入るまで差し込むと、外し
にくくなります。

ポイント ● ブッシュの平坦部に水準器を当て
ると向きの調整が容易です。

ブッシュ（大）

ブッシュ

握りバー

両面テープ

TOTOマーク

板ばね握りバー

ブッシュの途中で
差し込みを止める

水準器

ブッシュ
ねじ穴

・上部に TOTO マークのついたブッシュ（大）を取り付ける
　ブッシュの位置がちがう場合、手すりが外れて使用される方が転倒し、けがの原因となります。
・ 板ばねはブッシュに付けたまま設置する 
板ばねを外して設置すると、ねじがゆるんだときに、手すりが外れて使用される方が転倒し、けが
の原因となります。

耐水合板下地の場合
取付位置にコーチねじ用の下穴（φ5.5、深さ50mm）
をあけます。

φ5.5

● 下地が合板で、表面が硬い仕上げ材（タイル
や化粧ケイカル板など）を用いる場合は、ね
じ固定時の仕上げ材の破損を防ぐため、仕上
げ材だけにφ 8.5 の下穴をあけておくことを
おすすめします。

合板下穴

φ3 φ8.5

仕上げ材下穴

合板下地 タイルなどの硬い
壁仕上げ材ポイント

必ず守る

警告
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ポイント ● 握りバーをブッシュの根元まで差し込
まずに位置確認してください。

　 板ばねが握りバーの穴に入るまで差し
込むと、外しにくくなります。

ポイント ● 握りバーを外す場合は、板ばねをマイ
ナスドライバーなどで上に押しながら
握りバーを引き抜いてください。

ブッシュの途中で
差し込みを止める

ブッシュ（大）

ばね座金

座金

全ねじボルト
（M8×120）
ナット 下穴

【コンクリート下地の場合】 【耐水合板下地の場合】

コーチねじ
（φ8×100）

ねじ穴確認

座金

ブッシュ
握りバー

板ばね

差し込む

ブッシュ（大）

ブッシュ（大）の取り付け

コンクリート下地の場合
打ち込んだグリップアンカーに全ねじボルト
（M8×120）をねじ込み、座金・ばね座金・ナッ
トでブッシュ（大）を固定します。

耐水合板下地の場合
コーチねじ（φ8×100）と座金でブッシュ（大）
を固定します。

手すりの取り付け
①	握りバーを差し込み、握りバーとブッシュの
ねじ穴位置（ブッシュ（大）2カ所、ブッシュ（中）
（小）各1カ所の計4カ所）があっていること
を確認します。
　	ねじ穴があっていない場合、ブッシュの向き
を再調整してください。

②	板ばねの突起部が握りバーの穴に入るまで握
りバーをブッシュに差し込み、握りバーを引っ
張っても抜けないことを確認する。

小ねじ
（M5）

座金
ばね座金

小ねじ（M5）

座金
ばね座金

③	小ねじM5にばね座金・座金を通し、六角レ
ンチ（呼び寸法3mm）で締め込む。（計4カ所）

手すりにガタツキやゆるみがないか確認する
手すりが外れたり、壁が壊れたりして、使用
される方が転倒し、けがの原因となります。必ず守る

�2

�3

警告
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横材7カ所には溶接ナットが組み込まれています。

①	チャームボックスの取り付け部を斜め下方
向から操作系部フレームの下面に押し当
て、先端の引掛部を壁側の操作系フレーム
に引っ掛けます。
②	六角ボルト（Ｍ6×16）、大形角で取付部
を操作系部フレームの取り付け穴にねじ込
みます。
③	前面板の下穴にあわせてマグネットキャッチ
をタッピンねじ（φ3×12）で取り付けます。
　（	マグネットキャッチに付属の受け板は使用
しません。）

④	ごみ袋用枠をセットしてカバーを閉めます。

マグネットキャッチ
引掛部

取り付け部

大形角

六角ボルト
（M6×16）

ごみ袋用枠

ごみ袋用枠

カバー

タッピンねじ
（φ3×12）

プレスナットM6
プレスナットM6

①		大便器点検口を取り外します。
②		取り外しておいた横さん1本を元の位置に
ねじ固定します。
③		○部 5カ所に化粧ボルトを5mm程度下
からねじ込みます。
④	△部2カ所はチャームボックス固定用で
す。次工程で使用しますので化粧ボルトは
ねじ込まないでください。
　○：点検口固定部　5カ所
　△：チャームボックス固定部　2カ所

※化粧ボルトは操作系部前面板部品箱に同梱

※チャームボックス取付金具はチャームボックスに同梱

操作系部点検口の取り付けSTEP46

チャームボックスの取り付けSTEP47

フレーム横材
点検口固定材
化粧ボルト 化粧ボルト

横材

溶接ナット

④

①

点検口

化粧ボルト

溶接ナット

横材
③

横さん1本を
ねじ固定する

固定ねじ

②
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平座金

化粧座金

化粧座金

平ゴムパッキン

平ゴム
パッキン

前面板

六角ナットM16

③1つ目のナットを
　締め付ける

④2つ目のナットで
　化粧座金を調整

便器取付ボルトの取り付け
※ 大便器取付部材一式は大便器部前面板部品箱に

同梱
①	便器取付ボルトを大便器フレームの取り付
け穴にねじ込みます。
　	ボルト先端が突き当たって回らなくなるま
でねじ込みます。
②	便器取付ボルトにナット、座金、パッキン
類を取り付けます。
③ 	1つ目の六角ナットを締め付けて、便器取
付ボルトをしっかり固定します。

④ 	2つ目のナットで化粧座金が前面板の表面
と同面になるよう調整します。

取付穴
取付穴

切り落とし部以外
から差し込む

切り落とし部

スカート
パッキン

スパッド

スパッド
引き
寄せる

ゴムパッキン（大）

スリップ
ワッシャー（大）

締付ナット

スパッドの取り付け
※ スパッドは大便器に同梱
便器背面給水口にスパッドを取り付けます。
①スパッドを取り付け穴に差し込みます。

②	スカートパッキンを取り付け穴に差し込
み、スパッドに組み込みます。
③	ゴムパッキン（大）、スリップワッシャー（大）
の順にスパッドに組み込みます。
④	あらかじめ指に締付ナットを通し、スパッ
ドを取り付け穴の中心で引き寄せ、締付ナ
ットを手で締め込みます。

モーターレンチ

⑤	最後にモーターレンチなどの工具を使用し
て確実に締め込みます。

右図のように切り落とし部以外から取り
付け穴に入れ、切り落としを通過させる
ように差し込んでください。
 ※ 始めに切り落とし部から差し込むと、

取り付け穴と干渉し、通過しない場合
があります。

大便器の取り付けSTEP48

�2

�1
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密着する
まで押込む

排水
ソケット側

大便器
排水口
装着側

排水パッキン

排水パッキン

排水パッキンの取り付け
※排水パッキンは単独排水管継手に同梱
便器排水口外周のごみや水分などを除き、向き
を確認し排水パッキンを装着します。

化粧座金

化粧座金
化粧袋ナット

異形ゴムパッキン

化粧ボルト

幕板
ナットボックス

平パッキン

大便器
取付金具

化粧カバー

大便器の固定

便器下部を必ず下部受材に接触させ、便器に
かかる荷重を 2 本の便器取付ボルトと下部受
材の 3 点で支持するようにしてください。

ポイント ● ボルトをきつく締めすぎると、器具裏
前面板と左右に取り付く点検口に面段
差ができます。

● 便器の先端を押して、壁と便器にすき
間が出ないようになるのが目安です。

● パッキンの擦れる音が発生したら、化
粧ナットを締め過ぎです。化粧ナット
を若干ゆるめてください。

● 適切締め付けトルクを出すために、
　化粧ナット…モンキースパナ（中）
　化粧ボルト…モンキースパナ（大）
　の使用をおすすめします。

化粧カバーの取り付け
大便器左右のボルト固定部に化粧カバーを取
り付けます。
※化粧カバーは左右共通です。

①	大便器を静かに便器取付ボルトへ差し込み、
異形ゴムパッキン、化粧座金、化粧袋ナット
の順で仮止めします。

　	器具裏前面板に対し大便器両サイドのチリを
均等にしてください。
②	大便器取付金具の化粧ボルトに化粧座金と平パ
ッキンを通し、便器の下部固定穴に挿入、幕板
両サイドのナットに勘合させて固定します。
	③	便器取付化粧ナットと下部の化粧ボルトを交
互にパッキンに弾力が残る程度まで締め付け
本固定します。

�3

�4

�5

必ず守る

必ず守る

グリスは使用しない
劣化し水漏れして建物や設備をぬらす
財産損害発生の原因となります。

・ 排水パッキン表面に必ず水または石けん水
を塗布してから差し込む

・ 排水パッキンは大便器排水口に密着する
まで押し込む
水漏れして建物や設備をぬらす財産
損害発生の原因となります。

グリスは使用しない
劣化し水漏れして建物や設備をぬらす
財産損害発生の原因となります。

・ 排水パッキン表面に必ず水または石けん水
を塗布してから差し込む

・  排水パッキンを他の部位にぶつけない
・  排水パッキンを強引に挿入しない
	パッキンの劣化、変形、切れ、めくれなど
により、水漏れして建物や設備をぬらす
財産損害発生の原因となります。

禁　止

禁　止

注意

注意
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スパッドに付属

ゴムパッキン

パッキン

袋ナット

洗浄管 （カットして調整してください）

スパッドゴムパッキン

スリップ
ワッシャー

袋ナット

スリップワッシャー

座付き
ナット
（M6）

洗浄管
支持材

絶縁シート

Uボルト

 全ての連結部が締まっていることを確
認し、フラッシュバルブの一次側接続
部、便器固定部を増し締めする
水漏れして建物や設備をぬらすなど財
産損害発生の原因となります。

横さんフレームを取り外す

固定ねじ

洗浄管取付準備
①	前面板（大便器裏）を残し、大便器まわり
の点検口を取り外します。

②横さんフレームを取り外します。

取り外した横さんフレームと固定ねじは
後の作業で元の状態に取り付けますので、
捨てずに保管してください。

洗浄管の取り付け
※ 洗浄管取付部材は大便器部前面板部品箱に同梱
①	フラッシュバルブに洗浄管を取り付けます。

②	洗浄管とスパッドを連結させ、袋ナットで
締め付けます。

③	取り外した横さんフレームを元の位置にね
じ固定します。

横さんフレームを
ねじ固定する

固定ねじ

⑤	洗浄管を洗浄管支持材にＵボルトで固定します。
　	洗浄管と洗浄管支持材の間に絶縁シートをはさ
んで座付きナット（M6）で固定してください。

大便器洗浄管の取り付けSTEP49

必ず守る

�2

�1

注意
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電源の接続
※ 電源線は大便器部フレーム部品箱に同梱
大便器用コントローラー、汚物流し用コントローラー、ウォシュレットリモコンへの電源線を電源
端子台に接続します。

電源端子台

電源端子台

汚物流し用フラッシュバルブ
コントローラーセット端子台へ接続
VVF２×1.6ｍｍ
長さ3000ｍｍ

ウォシュレットリモコンへ接続
VVF２×1.6ｍｍ
長さ1500ｍｍ

大便器用フラッシュバルブ
コントローラーセット端子台へ接続
VVF２×1.6ｍｍ
長さ1500ｍｍ

１次電源（有資格者が行ってください）
VVF２×2.0ｍｍ

※汚物流し有の場合

コントローラーへの結線
※ 連結線、電源線は大便器部フレーム部品箱、信

号線は洗浄ボタンに同梱
電源線、連結線、信号線をそれぞれコントロー
ラーに接続します。

信号線
（洗浄ボタンに同梱）

コネクター（黒）

連結線（白）
（ウォシュレットに同梱）

コントローラーセット

信号線端子台

電源線端子台

コントローラー
コネクター（緑）

連結線
（フレームに同梱）

電源線ＶＶＦ2×1.6ｍｍ（L=1500）
（フレームに同梱）

ウォシュレットへ

ジョイントボックスへ

洗浄ボタンへ
コネクター（黄） 

フラッシュバルブへ

※ウォシュレット信号線の接続は次のSTEPで行います。

電源線は端子台の奥までしっか
り差し込んで接続する
火災や通電不良の原因になり
ます。

コントローラーの位置は、汚物流しなしの場合は大便器
部フレームに、汚物流しありの場合は汚物流し部フレー
ムにあります。

【汚物流しなしの場合】 【汚物流しありの場合】

コントローラーカバーの取り外し
コントローラーカバーを取り外します。

コントローラーカバー

コントローラー
セット

固定ねじ

大便器まわり器具の結線／電源の接続／コンセントの取り付けSTEP50

通電時は電源線、および電源
端子台には絶対に触れない
改修などでは通常通電状態の場
合があり、感電のおそれがあり
ます。

・ トイレパック工事範囲は「電源端子台と器具間の配線」
です。1 次電源との接続は必ず有資格者が行う

・ 電源線、接地線（アース）など、電源端子台の表示を確
認の上、正しく接続する
火災や感電の原因となります。

禁　止 必ず守る

�2

�1

�3

ポイント ● 信号線端子台に記載の「黄、灰」
とコードの色をあわせて接続
しないと正しく作動しません。

必ず守る

警告

警告
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コンセントの設置
・	ウォシュレット用コンセントをフレームに
設置してください。コンセント部材は現場
手配となります。アースターミナル付接地
極付コンセントとコンセントボックスを準
備ください。	
［必要部材］
　・	コンセント：パナソニック電工（株）　
品番：WN1131

　・	コンセントボックス：パナソニック電工
（株）　品番：WV7013W

・	右図は右勝手を示し、コンセント位置は大
便器に向かって右に取り付きます。左勝手
の場合は、反転となります。

ウォシュレット用1次電源
（別途工事）
VVF	2×1.6mm

※	ウォシュレット信号線の接続は STEP �	−�2　「コントローラーへの結線」のイラストを参照
ください。

ウォシュレットに同梱の施工説明書を参照して施工してください。

ウォシュレットの取り付け

コントローラーカバーの取り付け
取り外したコントローラーカバーをコントロ
ーラーセットの元の位置にねじ固定（3カ所）
します。

固定ねじ

コントローラーカバー

コントローラー
セット

ポイント ● カバー取り付けの際に、コードの挟み込み
がないよう、カバー左下の切り欠きから配
線を取り出してください。

ウォシュレットの取り付けSTEP51

�4

�2

�1



77

大便器点検口カウンターの取り付け
①	はめ込まれている点検口カウンターの前出調
整をします。
②	点検口裏面操作系部側の埋込みナットにカウ
ンターに同梱の小形角M8と蝶ボルト（M8×
15）を、大便器部フレームの下側からねじ込
み固定します。

（裏
面）

前

蝶ボルトM8×15

小型角M8

点検口カウンター

左勝手の場合、固定部
の位置は左右反転とな
ります。

汚物流し部カウンター・化粧枠の取り付け
（汚物流しありの場合）
①	カウンターの前出を器具裏前面板にあわせな
がら取り付けます。
②キャビネット下部、横さんをいったん外します。
③	鏡キャビネットとカウンターの間に化粧枠を
取り付けます。
　	化粧枠の下穴に鏡キャビネットに同梱の蝶ボルト
（M4×10）を仮付けし、壁に軽く押し付けなが
ら蝶ボルトをねじ込んで固定します。

すき間の目安：2mm

汚物流し部カウンター
壁とのすき間の目安：4mm

大便器部カウンター

カウンターと前面板の前出は面一
前面板とカウンター目地幅の目安：12

カウンター
前出は面一

目安：12

前面板

①

化粧枠　蝶ボルト
（M4×10） 汚物流し部

カウンター

鏡キャビネット キャビネット下部
横さん

③
②

④

大便器横、汚物流し横（汚物流しありの場合）の点検口の取り付け

大便器横、汚物流し横（汚物流しありの場合）
の点検口をフレームに取り付けます。
背もたれが付いている点検口（大便器上）は、
フレームに設置後、操作系部側から点検口裏面
の点検口固定材をローレットねじでフレーム
に固定します。
※	残りの前面板全ての養生フィルムをはがし
ます。

ローレットねじ
（点検口固定用）

背もたれ付点検口の
裏面にテープ止め
してあります

点検口固定材

カウンターの取り付けSTEP52

点検口の取り付けSTEP53

ポイント ● 化粧枠を取り付ける際に、カウンター
を傷つけないようにする。

　1 枚紙を敷いておくと傷を防げます。

④	キャビネット下部横さんを元に戻し、蝶ボルト
を締め込み本固定します。

�2

�1
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②	本体カバー下側のカバー固定ねじ2カ所を
外します。
　	六角棒レンチ（呼び寸法3mm）を使用し
てください。

本体カバー
カバー固定ねじ

③	点検口（手すり裏）のねじ穴（3カ所）に手すり
付属の固定ボルト（Ｍ10）をこれ以上回らなく
なるまで締めます。	
（18mm程度仕上げ面から突き出た状態になります）

固定ボルト
（M10）

18mm程度
突き出る

④	手すり台座の取り付け穴にあわせて、台座を
前面板に押し付けます。

台座

⑤	握りバーを上げて、下側のボルトに座金・ば
ね座金・ナットで仮固定します。

座金

握りバー

ばね座金 ナット

⑥	握りバーを水平な状態にして、上側2本のボ
ルトに座金・ばね座金・ナットで仮固定します。

座金
ばね座金

ナット

ポイント ● 台座の固定は、メガネレンチを使用し
てください。

　 スパナを使用すると、すき間が少ない
ため、本体を傷つけることがあります。

ポイント
● 固定ボルトは手で締めます。
 （工具は使用しません）
●  18mm 程度突き出ている

ことを確認してください。

はね上げ手すりの取り付けSTEP54
①	取り付け時の傷付き防止のため、はね上げ
手すり本体の塗装部分に養生テープを張っ
てください。

養生テープ

外した固定ねじは、後で使用するので
紛失しないように保管してください。
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⑪	本体カバーをかぶせて、最初に取り外したカ
バー固定ねじを六角棒レンチ（呼び寸法
3mm）で固定します。

⑫	養生テープをはがしてください。

カバー固定ねじ

操作レバー

⑩	固定座にストッパーを固定します。
　	六角穴付きボルト（2カ所）を六角棒レンチ
（呼び寸法3mm）で回します。

固定座 ストッパー

突起部くぼみ
ストッパー

固定座

六角穴付ボルト

⑦	前面板の下穴に手すりに同梱の固定座を仮
固定します。
　	六角穴付きボルト（2カ所）を六角棒レン
チ（呼び寸法5mm）で回します。

貫通穴 固定座前面板

突起部フレーム

固定座
六角穴付ボルト

チェック
● 握りバーを下げ固定座と握りバーの面

があっているかを確認してください。
● 取り付け後、手すりを押し下げた後に

握りバーを引き上げて、ロックがかか
ることを確認してください。

● ロックおよびロック解除が確実にでき
ることを確認してください。

本固定する
台座

握りバー

固定座

握りバー

面をあわせる

固定座	

握りバー	

水平 垂直

⑧	握りバーを下ろして固定座の面とあわせたのち、台座のナット（3カ所）を本固定してください。
※	台座の水平・握りバーの垂直を確認してください。

ポイント ● 下のナットは握りバーを 
上げ固定してください。

⑨	再度握りバーを下げ固定座を調整したのち、握りバーを上げて固定座を本固定します。

ポイント ● 本固定の際に、固定座が回転しないように注意すること。
　 固定座の調整で面があわない場合は、台座のナットをゆるめ、本体の調整をしてください。

手すりにガタツキやゆるみがないか確認する
手すりが外れて転倒し、けがの原因となります。

必ず守る

警告
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汚物流し用洗浄ボタンの取り付けSTEP55

※ 洗浄ボタンは汚物流し部前面板に同梱
汚物流し横点検口の角穴に洗浄ボタンを取り
付けます。
鏡キャビネットの中にある汚物流し用コント
ローラーに接続します。

洗浄ボタンに同梱の施工説明書を参照して、施工してください。

洗浄ボタン

鏡キャビネット

汚物流し

※ 大便器用二連紙巻器は操作系部前面板に同梱 
汚物流し用紙巻器は汚物流し部前面板に同梱
操作系部・汚物流し部（汚物流しありの場合）
の紙巻器を取り付けます。
前面板の下穴にあわせて、紙巻器を取付ねじ
（紙巻器に同梱）で固定してください。
大便器用二連紙巻器が4カ所固定、汚物流し
用紙巻器が3カ所固定です。

		取付ねじ
（紙巻器に同梱）

		取付ねじ
（紙巻器に同梱）

汚物流し用
紙巻器

大便器用
二連紙巻器

カウンターと壁とのすき間はシリコーンコーキングにて仕上げます。洗面器、手洗器、汚物流し（汚
物流しありの場合）の周囲にもシリコーンコーキングで仕上げることをおすすめします。
シリコーンコーキングは別途手配です。

カウンターと壁の間大便器と汚物流し部
カウンター目地

洗面器まわり 手洗器まわり 汚物流しまわり
（汚物流しありの場合）

カウンターの養生フィルムを全てはがしてください。

※  R 勝手・間口 2000mm 〜 2050mm
の場合は紙巻器左右調整が必要です。

①長穴 2 カ所を仮固定します。
② 紙巻器の左右位置調整をします。
　（ このとき前面板からはみ出ない位置

にします。）
③長穴 2 カ所を本固定します。
④丸穴 1 カ所を本固定します。

紙巻器の取り付けSTEP56

仕上げSTEP57
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通水試験
通水試験は通水後の給・排水系統、さらにそれらと器具の接続部分の水漏れの有無を確認する大切な作業です。

（1）通水試験のポイント
・	通水試験は事前に全ての器具、配管などの連結部が完全に接続されているか確認した後、実施してください。
　また、電気配線についても間違いがないことを確認後、通電するようにしてください。
・電気温水器の試運転は、次のページの手順を確認して実施してください。
・	通水試験については、建築・設備担当者または、責任者の承認、指示を受け、その立会いのもとで実施し
てください。
　	併せて試験結果を検査表として整理し、立会い者のサインをもらっておくと良いでしょう。
・	通水試験時には必ず、2名以上の人員を配備しPS内元バルブ開閉者とトイレパックの水漏れ確認者とに
分かれて作業してください。もし元バルブ以降の配管・器具の外れ、または接合部からの大きな漏れが発
見された場合は、ただちに元バルブ開閉者へ合図・連絡を行ってください。速やかな対応ができ、事故を
最小限にくい止めることができます。
・	元バルブ開閉は静かにゆっくりと開閉してください。
・	PS内には他にもいろいろな配管、バルブ類がありますので、お間違いのないようよく確認して開閉をし
てください。
・	初期通水の場合、配管工事上の異物が混入していることがあるため、各器具部で詰まり、噛みこみが発生
し、正しい流量・作業が確保されないことがありますので注意してください。	
（止水栓・スパウトのフィルター・網目に詰まった異物はブラシなどで取り除いてください。）

取付完了後の確認

開ける フィルター

フィルターキャップ

開閉工具

水漏れ確認のポイント
給排水管接続部が水漏れしていないことを確認してください。
点検にあたっては、前面板やカウンター点検口を取り外して作業してください。

大便器部
①フラッシュバルブ一次側（給水管接続部・止水栓まわり）　　　②洗浄管・スパッド部　
③排水フランジ・排水ジャバラ接続部　　　　　　　　　　　　　④ウォシュレット止水栓接続部

汚物流し部（汚物流しありの場合）
①フラッシュバルブ一次側（給水管接続部・止水栓まわり）　　　②洗浄管・スパッド部
③排水フランジ・排水ジャバラ接続部　　　　　　　　　　　　　④電気温水器用止水栓接続部
⑤水栓金具・電気温水器・バキュームブレーカー接続部
※水石けん供給栓・水石けんタンクまわりも接続状況を確認してください。

操作系部

①給水一次側止水栓接続部　　　　　②フレキホース接続部
③手洗器・洗面器用止水栓接続部　　④水栓金具接続部
⑤手洗器・洗面器用排水金具接続部　※水石けん供給栓・水石けんタンクまわりも接続状況を確認してください。

大便器・汚物流し（汚物流しありの場合）に水漏れが見られる場合は、排水パッキンの取り付けから再施
工してください。

通水試験後に止水栓のフィルター清掃を行う（自動水栓、電気温水器）
フィルターに付着したごみが機器内に入り、水漏れして、建物や設備
をぬらすなど財産損害発生の原因となります。
フィルター清掃時は、いきなりフィルターキャップをゆるめずに、 
止水栓を閉めてから行う
水が噴き出して、建物や設備をぬらすなど財産損害発生の原因となります。

必ず守る

注意
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（2）必要な水圧
・	0.07MPa以上（流動時）の水圧が必要です。（最高水圧0.75MPa）

洗浄時水飛びが生じないように、止水栓ハンドルで水勢調整をします。
	右に回すと水勢が弱まり、左に回せば強くなります。
全閉した状態から調整を始めてください。

ラベルをはがしてしまった後の調整目安

陶器本体に張られている調整位置を示したラベル
の指示に従って、ラベルの斜線部分の範囲に洗浄
水の水位が来るように調整してください。
必ず、他器具と同時に使用していないことを確認
してください。
ラベルは調整後はがしてください。

	【大便器】
上部吐水口近傍での水位が便器上部から29〜
40mmになるように止水栓を調整してください。

ラベル

吐水口部
斜線部 洗浄水

止水栓

水勢
強 弱

40mm29mm

インデックス○に合った状態

〈A部詳細〉

6

7

8
4

5

A 流量調節ねじ
3

4

2

1

（3）大便器の流量調整
●フラッシュバルブの流量調節ねじがインデックス4と
5の間“○”にあった状態であることを確認してくださ
い。

※調節ねじを左に回すと吐水量が増え、右に回すと吐水量
が減ります。

●コントローラーのロータリースイッチは1の位置	
（出荷時状態）で使用してください。

チェック
フラッシュバルブ流量調整ねじの値は小洗浄
時の洗浄流量になります。（4.5L）コントロー
ラーの設定は小洗浄 +1L となっておりますの
で大洗浄時の流量は 5.5L としてご使用いただ
けます。

チェック
もし、インデックス○の状態でないときは流量
調節ねじを、右回りいっぱいに回した状態から
インデックス表示を○にあわせてください。
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洗浄時水飛びが生じないように、止水栓ハンドルで水勢調整をします。
	右に回すと水勢が弱まり、左に回せば強くなります。
全閉した状態から調整を始めてください。

陶器本体に張られている調整位置を示したラベル
の指示に従って、ラベルの斜線部分の範囲に洗浄
水の水位が来るように調整してください。
必ず、他器具と同時に使用していないことを確認
してください。
ラベルは調整後はがしてください。

ラベル

吐水口部

斜線部

洗浄水

止水栓

水勢
強 弱

3

4

2

1

10

インデックス6に合った状態

〈A部詳細〉

9

8

6

A 流量調節ねじ

（4）汚物流しの流量調整
●フラッシュバルブの流量調節ねじがインデックス6にあ
った状態であることを確認してください。

※調節ねじを左に回すと吐水量が増え、右に回すと吐水量
が減ります。

●コントローラーのロータリースイッチは2の位置	
（出荷時状態）で使用してください。

チェック
コントローラーの設定がフラッシュバルブ流量
調節ねじの値＋ 2L となっていますので、フラ
ッシュバルブがインデックス 6 の状態で洗浄
水量は 8L としてご使用いただけます。

チェック
もし、インデックス 6 の状態でないときは流
量調節ねじを、右回りいっぱいに回した状態か
らインデックス表示を○にあわせてください。

	【汚物流し（汚物流しありの場合）】
	吐水口先端を通過する水流の高さが吐水口の底面
ラインから吐水口中央の間になるように止水栓を
調整してください。
また、陶器前面からの水の飛び出し、水栓金具に吐
水が当たらないことを確認してください。

吐水口中央付近

吐水口底面ライン
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（5）電気温水器（汚物流しありの場合、電気温水器ありの場合）
　【洗面器用電気温水器ありの場合】
　　	電気温水器に同梱の施工説明書の「試運転」のページに従って確認してください。
　【汚物流しありの場合】
　　	洗面器用電気温水器ありの場合は、電気温水器に同梱の施工説明書に従ってください。
　	　汚物流し用の電気温水器も洗面器用電気温水器に同梱の施工説明書に従ってください。
　　洗面器用電気温水器なしの場合は、以下を参照してください。

①	電気温水器に取り付けの開閉工具で止水栓を
開ける。

②	電気温水器の電源プラグをコンセントの根元
まで確実に差し込む。

③	「運転（電源）」スイッチが「切」になって
いることを確認する。

● 給水管に塩ビ管を使用している場合は、接着剤が完全に乾いてから通水してください。水からに
おいがするおそれがあります。
●	止水栓が開いた状態で電気温水器の電源プラグをコンセントに差し込むと5秒間吐水する場合が
ありますが、異常ではありません。

注
　
意

電気温水器の試運転

タンク内が満水になっていないときは、絶
対に「運転 ( 電源 )」スイッチを入れない
空焚きとなり、故障や事故の原因になります。禁　止

注意
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④	タンク給水スイッチを押してタンクを満水にする。

節電タイプの場合、電源プラグをコンセン
トに差し込んだあと、約10秒待ってタン
ク給水スイッチを押してください。

● タンク給水スイッチを押すと約5分間連続して水が出ます。（途中で再度スイッチを押すと、水は
止まります。）約1分間しか水が出ない場合は電源プラグをコンセントより抜いて、5秒程度して
から再度、電源プラグをコンセントに差し込み、タンク給水スイッチを押してください。
●	吐水状態が安定する前に水が止まったら、再度タンク給水スイッチを押して水の出方を安定させ、
タンクを満水にしてください。

注
　
意

注
　
意

タンク給水スイッチ
〈節電タイプ〉 〈標準タイプ〉

空焚き禁止
（タンクが満水になる前に「運転（電源）」スイッチを「入」
にしない）
タンク給水中は、空気を巻き込んだ状態でスパウトか
ら断続的に吐水します。
満水状態になると吐水状態は安定します。
（満水になったら、再度タンク給水スイッチを押し、水
を止めてください。）
※ 万一、空焚きした場合には P.87 〜 88「空焚きリ

セット方法」の手順に従って、リセットしてください。

満水になるまでに約 2 分〜４分程かかります。
（セットするスパウトにより満水になるまでの
時間が異なります。）

満水になっていない状態 満　水 

スパウト

⑤スパウトの動作確認をする。
●自動水栓の場合
　＜センサーを使った場合＞
•	吐水口に手を近づけると水が出ます。
•	手を離すと約1〜2秒後に水が止まります。
•	手を約1	分間連続して感知すると自動的に止まります。
•	センサー前面から感知する位置に手をかざしたままにすると、その間
（約1分間）連続して水が出ます。

　　（センサー感知は学習方式のため、手を動かさないままでいると約15秒で水が止まります。）

　＜手動スイッチ付きを使った場合＞
•	スイッチを押すと水が出ます。
•	もう一度押すと止まります。
•	約 60秒間連続して水が出ると自動的に止まります。
※	電源プラグをコンセントに差し込んだあと、手動スイッチを押すと、最初の3回は1分以上水
が出ることがありますが、もう一度スイッチを押すと水が止まります。
※	膨張水処理ユニット取り付けの場合、吐水時に膨張水処理ユニットより排水されることがありま
すが、故障ではありません。

⑥配管接続部に水漏れがないか確認する。
	※	必ず化粧カバーが外れている状態でご確認ください。
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⑩化粧カバーの連結管取り出し部分を切り離し、化粧カバーを取り付ける。

ポイント 【流量調節方法】
※ 流量が不足する場合のみ、下記作業を行ってください。
①開閉工具で止水栓を閉める。
②	開閉工具でフィルターキャップを外し、定流量弁
を取り外す。
③	開閉工具でフィルターキャップを本体に取り付ける。	
※	フィルターキャップの取り付けは確実に行っ
てください。

④止水栓を開け、流量調節をする。

取り外す

（電気温水器に取り付け）

フィルターキャップ
開閉工具

カット 部 の バリを
ニッパーなどで除去
すること
（6カ所）

注
　
意

● 化粧カバーを取り付ける際は、コードがかみ込まないように注意してください。
●	化粧カバーに傷を付けないよう注意してカットしてください。
●	カット部のバリでけがをしないように注意してください。

沸き上がり時間の目安

給水温度 5℃（冬） 15℃（春・秋） 25℃（夏）
沸き上がり時間の目安 約18分 約15分 約13分

ポイント 【スパウトからポトポト滴下する水について】
● 沸き上げ中はスパウトから湯が出ます。 

これはタンク内部の膨張水を排出しているもので、故障ではありません。 
沸き上げが終わると、膨張水の排出は止まります。

⑧	沸かし上がると、沸上げ中ランプ（節電タイプ）および電源スイッチのランプ（標準タイプ）が
消灯します。
⑨スパウトから出湯させ、流量を確認する。（方法は「⑤スパウトの動作確認をする」を参照）
電気温水器内部に定流量弁を内蔵しているため、基本的には流量の調整は不要です。
止水栓は全開にてご使用ください。
ただし、圧力が低い場所では流量が不足する場合がありますので、下記方法にて流量を調整してください。

⑦	「運転（電源）」スイッチを「入」にし、ラン
プが点灯することを確認する。

電源スイッチ

〈節電タイプ〉 〈標準タイプ〉
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※	万一空焚きした場合は、操作部のランプが点滅または点灯します。	
その場合は、以下の手順で空焚きをリセットしてください。

操
作
部
の
ラ
ン
プ
表
示

処　
　

置

※沸上げ運転が開始されます。

①止水栓が開いていることを確認する。

②「タンク給水」スイッチを押す。

①止水栓が開いていることを確認する。

②電源プラグを抜く。

③タンク内の温度を下げるため、
約20分そのままにしておく。

④化粧カバー・化粧ねじを外す。

※点滅が解除され、タンクに水が給
水されます。

③タンク内が満水になったことを確
認する。
（P.85「電気温水器の試運転」④
を参照）

④「沸上げ運転」スイッチを押し、「入」
にする。

⑤空焚きリセットボタンを押す。

⑥化粧カバー・化粧ねじを取り付ける。

⑦電源プラグをコンセントに差し込む。

⑧約10秒待ち、「タンク給水スイッチ」を押す。

⑨タンク内が満水になったことを確認する。
（P.85「電気温水器の試運転」④を参照）

⑩「沸上げ運転」スイッチを押し、
「入」にする。
※沸上げ運転が開始されます。

ランプ1回点滅（繰返し）

タンク給水スイッチ

運転スイッチ

化粧ねじ

化粧カバー

空焚き
リセットボタン

カバーをめくって
スイッチを押す

タンク給水スイッチ

運転スイッチ

空焚きリセット方法〈節電タイプ〉
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①止水栓が開いていることを確認する。
②電源スイッチを「切」にする。

※	万一空焚きした場合は、電源スイッチを「入」に
してもランプが点灯しません。	
その場合は、以下の手順で空焚きをリセットして
ください。

空焚きリセット方法〈標準タイプ〉

③化粧カバー・化粧ねじを外す。
出湯口

化粧ねじ

化粧カバー

④	タンク給水スイッチを押す。 タンク給水スイッチ

⑤	タンク内が満水になったことを確認する。
（P.85	「試運転」④を参照）
⑥空焚きリセットボタンを押す。 空焚き

リセットボタン

カバーをめくって
スイッチを押す

閉める

取り付ける

化粧カバー

化粧ねじ

⑦化粧カバー・化粧ねじを取り付ける。
⑧電源スイッチを「入」にする。	
※沸上げ運転が開始されます。
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電気温水器の水抜方法

①「運転（電源）」スイッチを「切」にする。

②	操作部カバー、底面化粧カバー、上面化粧カ
バーを外す。

③	タンク給水スイッチを押してスパウトより湯
を出し、タンク内の湯が水になるまで完全に
出し切る。
※	途中で湯の温度を確認し、スパウトから水が
出るまで湯を出してください。
※	水が出る前に湯が止まったら再度タンク給水
スイッチを押し湯を出し切ってください。
※	水になったら再度タンク給水スイッチを押
し、吐水を止めてください。

④	電源プラグを抜く。

⑤	電気温水器に取り付けの開閉工具で止水栓を
閉める。

※	試運転後、引き渡しまで長期間使用しない場合は、
次の要領で機器内の水を抜いてください。

上面化粧カバー

底面化粧カバー

操作部カバー
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①排水栓を止める。
②吸気栓を取り付けて閉める。
※排水栓、吸気栓が閉められていないと、スパウトからの吐水時に水が飛び出します。
③化粧カバーを取り付ける。

電気温水器の水抜き後の処理

凍結のおそれがある場合は、必ず凍結予防のため保温処置（保温材巻、電気ヒーターなど）を行う
当商品は寒冷地対応品ではありません。	
凍結予防をしないと、凍結破損し水漏れして、建物や設備をぬらすなど財産損害発生の原因となります。必ず守る

吸気栓に触れるときは、タンク内の湯を出し切っ
て水になっていることを確かめてから行う
やけどをするおそれがあります。接触禁止

⑥	下部にある排水口に付属の水抜きチューブを差し込み、排水栓を反時計回りに回し、電気温水器
上部にある吸気栓（2カ所）を左に回して取り外す。

⑦電源プラグを差し込み、約10秒間待つ。	
※水抜きチューブから少し水が出ます。
⑧電源プラグを抜く。

※	排水が止まると水抜きは完了します。	
（タンクが満水のとき、水抜きは約2分
かかります）
※	水抜きする際は、必す受け皿などで受け
てください。	
（排水量は約3Lです）

注意

注意
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①取り付け忘れの器具がないかの確認
②寸法の確認（奥行き・高さ・間口寸法）
③水平・垂直の確認
④フレーム内部が露出していないかの確認
	（前面板・底目地・フィラー・幅木が正しく
　取り付けられているか。）

・	カウンター全体を強く押し下げて取り付けます。
・	手すりの固定がゆるい場合は、本施工説明書の手すり施
工箇所を参照のうえ、増し締めしてください。

外観が問題ないことを確認してください。

張り付け推奨位置は、右図の通りです。

はね上げ手すりと汚物流しの使いかたラベルを見やすい場所に張り付けてください。

取付部の固定はゆるんでいないか確認してください。

各部の固定・連結がゆるんでいないか確認する
器具が落下して使用される方がけがをする可能
性があります。

使いかたラベルの張り付け

操作系配管カバーの取り付け

チェック ● ラベルの張り付けは、確実に行っ
てください。

　 張り付けない場合は、確実にお客
様にお渡しください。

汚物流し
使いかたラベル

はね上げ手すり
使いかたラベル

上

開ける

チャームボックス

ローレットねじ

配管カバー

穴のある方の曲げが
上を向くこと

前面

支持材

穴をあわせる

※ 配管カバーは操作系部前面板に同梱
①	チャームボックスを開けます
②	配管カバーをライニング前面から図
の向きでフレームにセットします。
③	配管カバー左右の穴を介しローレッ
トねじ2本で支持材へ固定します。

※	汚物流し使いかたラベルは汚物流し前面板
部品箱に同梱
※	はね上げ手すり使いかたラベルははね上げ
手すりに同梱

（6）自動水栓、ウォシュレットやその他の器具

外観・固定部の確認

必ず守る

取扱説明書と鏡キャビネットのカギを必ずお客様にお渡しください。

警告



工事店様へ

このたびはフラットカウンター多機能トイレパックを施工していただき、ありがとうございました。
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